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八 八雲方言

沙 沙流方見

美 美視方言 ＇， 服部四郎編アイヌ語方言辞典による．

名 名寄方言

樺 樺太ライチシカ方言

樺太方言は知里氏の著書， ドブロトウォ）レスキー (1867-1872年南樺太に

滞在）のアイヌ・ロシア語辞典によった場合はその旨しるしてある．

はしがき

ふつうアイヌ語は次の 3方言から成ると言われる．

A. 北海道方言{a. 北部方言

b. 南部方言

aは「北海道の最北端の宗谷から四ぱ日本海岸を南下して， 天塩， 石

狩，後志に至り，東はオホーツク海岸に沿って北見・根室をふくみ，さら

に太平洋岸を南下して釧路，十勝から襟裳岬を越えて日高の静内にまで及

ぶ． クナシリやニトロフなど南千島の言語もこの方言に属したとみられ

る」lJ.

bは「静内［ジズナイ］以西の日高と胆振全部に分布する」2)

B. 樺太方言

C. 北千島方言

Aについてはこれまでがなり多くの記述があり，またBについても古く

ほロシア人ドブロトヴォルスキーのアイヌ・ロシア語辞典（カザン， 1875

年），ポーランド人 Pitsudskiの Materials for the Study of the 

Ainu language and folklore (クラ:;:!ウ, 1912年）， ドイツ生れのアメ

リカ学者 B.LauferのThevigesimal and decimal systems in the 

Ainu numerals with some remarks on Ainu phonology (Journal 

of the American Oriental Society. Vol. 37, 1917. 樺太アイヌ音顔組織

の記述あり）などなどが国際的に知られている．また金田一，知里，服部

氏らの優れた研究がある。
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Cについては知里氏は「千島方言はもと北千島の島々に行なわれ， 1912

年前後まではまだこれを記憶する老人もあったが， これもわずかな採集記

録を残したのみで，今では全く消滅してしまった」3) とのべておられる．

ここに「わずかな採集記録」というものの大部分は 1899年， 鳥居龍蔵

氏がシコタン島においてシュムシュ島からの引揚アイヌ人の言語を調査し

た資料，「千島アイヌ」(1903年，吉川弘文館）中の言語資料のことであろう．

そこには700のアイヌ語単語とあまり多くない短文がしめされている．

アイヌ方言学をうちたてる上に， Cの資料の不十分さが大きな障害とな

っていたようである．

ところが，ポーランドの動物学者がカムチャツカにおいてシュムシュ島

出身アイヌ（複数）をインフォーマントとして採集したかなり豊富な資料

が今から 77年前にポーランドにおいて発表されていることがあきらかに

なった．この資料が明らかにされたことによって，北千島アイヌ語の姿は

以前よりかなり明瞭となり，ひいてはアイヌ方言学の建設の展望は従来よ

り開けてきた， と言えよう． ． 

わたしとしては，アイヌ語の伝播の方向の問題つまり，アイヌ語が樺

太から北海道に南下し，一部が千島に分れたのか，それとも北海道北部方

言が一方では樺太にのび，他方では北千島にのびて樺太方言，北千島がう

まれたのであるか， という問題の解決のヒントがアイヌ方言学によって与

えられるであろう， と考えている．アイヌ語は南下したのか，北進したの

か，という問題の解決は，アイヌ民族が非常に古い時代に北海道だけにい

たのか，本州北部にもいたのか，それどころか日本全土にいたのか，つま

り， 日本列島をとおって北上したのかという問題の解決にもつらなる，と

おもう．

アイヌ語の専門家でないわたしが， このつたない論考を発表する気持に

なったのは，わが国の学者の目からかくれていた DYBOWSKIの北千島

アイヌ語資料をわが国の学界に紹介しようと考えたからであるが． さら

に， 日本語の起源の研究が，アイヌ語との相互影響を考慮せずに不可能で
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あるという見地からアイヌ方言学に多少とも通じる必要を痛感したこと

も，拙論をまとめる動機となった．こういう次第で，小論はつたないひと

つの習作にすぎないことをことわっておきたい．

第II部はシュムシュ島アイヌ語・日本語辞典である．

1. 民話に反映された南千島アイヌと北海道東北アイヌとの関係

知里真志保氏の名著「アイヌ語入門」（東京， 1956,55,...,_,58ページ年）に

は次のようなおもしろいアイヌの伝説がしるされている．

「クッシャロ湖の奥に，今もコト山といっている山がある．この山，ア

イヌ語の名を「とーエトコウッペ」 (To-etoko-us-pe「湖・の頭の先・に

いつも居る・者」）といい， 恐しく我儘な神で， 何かというと煙を吐いた

り火を降らしたり，大地をゆるがして乱暴をはたらくので，あたりの山々

や人間たちがひどく迷惑した．

そこで湖の落口の近くに住んでいた「ぴンネシリ」 Pinne-sir「男であ

る・山」）は， 世のため人のため， この山をこらしめてやろうと決心し

て，果しあいを申しこんだ．

まず，ピンネシリが必死の願いをこめて槍を投げつけた．それが狙いた

がわずトーエトコウッペの胴の真中にズブリと突き刺さり， そのために山

が裂け，傷口からは，血がどっと流れ出て， クッシャロ湖畔の岩を真赤に

染めた・

一方，痛手に狂ったトーエトコウッペは， 血を噴きながらピンネシリめ

がけて槍を投げ返したが，狙いは外れて， ピンネシリの肩のあたりを僅か

に傷つけただけで，槍ははるか後ろに飛んで行き，マシュウ湖畔のマシュ

ウ岳（「力むイヌプリ」 Kamuy-nupuri「神・山」）の足に突きささっ

た・

そこでカムイヌプいまひどく腹をたてて，千島のクナシリ島へ飛んで行

き，一時そこの「ちゃチャヌプリ」 (chacha-nupuri「爺・山」）のそばヘ

身を寄せたが， 晴天の日はアカンの方にトーニトコウッペのもがき苦しむ

醜い姿が見えるので，さらに飛んでエトロフ島へ行った・

25 



カムイヌプリのことを，もと「オめゥケヌプリ」 (Omewke-nupuri「抜

けて行った・山」），あるいは「イけスイヌプリ」 (Ikesuy-nupuri「怒っ

て去った・山」） といったが， それには上のようないわれがあったわけで

ある．

クナシリ島のチャチャヌプリの傍にかなり大ぎな沼があり，それはカム

イヌプリがそこからふたたびエトロフの方へ飛び去った跡だといい， クシ

ロやアカンのアイヌが千島へ行くと晴天でも雨が降るというが，それはカ

ムイヌプ Vが故郷を想い出して流す涙だという・

この騒ぎがあってから， さしものトー＝トウッペもすっかりおとなしく

なってしまい，火も噴かなくなった茄， ピンネシリの槍に傷げられた所は

「ヌぷリ＝ペレバ (nup臼ri-e-pere-p「山が・顔を・割った・所」） とい

う大沢になり，今はドンドン川という奔流が血の色して流れている．血に

染まった岩も今なお湖畔にそのまま残っている．

一方， ピンネシリしま， その時以来「おプタテッケ」 (Op-ta-teske「槍

が• そこで• それた」） と呼ばれるようになり， その肩の偏は今も岩が露

出して昔の面影をとどめている．

なお，マシュウ湘畔のカムイヌプリの裾の赤い岩ほ，当時カムイヌプリ

の流した血で，対岸の白い岩はその涙の跡であるという・

また，ネムロのニシペツやメナシの海岸地方のウバユリは，カムイヌプ

リが， クナシリヘ飛んで行くとき，そのふところからこぽれ落ちた食料だ

ったという。」（太字は引用者のもの）

このアイヌ伝説は古い時代における北海道東北アイヌと南千島アイヌと

の交通の反映と見られる．そしてこの伝説には，南千島アイヌが北海道東

北部に移ったのでなくて，その逆であること，つまり，東北部アイヌが南

千島に移ったことを反映する部分がふくまれている（「カムイヌプリが故郷

を思い出して流す涙」ということばのうちにもそれが端的にあらわれてい

るとおもう）．

そこで，南千島アイヌ語と東北アイヌ語（北部方言）との間に密接な関
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係が見出されるとしても不思議でない．知里氏が「クナシリやエトロフな

ど南千島の言語もこの方言（北部方言〕に属したとみられる」（前掲）と

述べておられるのは，けだし正当である．

それでは，北海道北部方言に属したと見られる南千島アイヌ語は北千島

アイヌ語とどのような関係にあったのか． この問題は次の節でとりあっか

われる．

2. 南千島アイヌ語と北千島アイヌ語

18枇紀前半における南千島アイヌ語と北千島アイヌ語との間のきわめて

近い関係を暗示する短いが，しかし貴重な，材料がロシアにある． それ

はクラシェニン＝コフの名著「カムチャツカ地誌」（第1版，ペテルブル

グ， 1755年， 120ページ）の中のつぎの記事である．

「クナシリ〔島〕住民の言語は第2島ポロムシル島で話される言語とほ

とんど何らの相違もない (HeHMeeT HHKaKO社 OTMeHbI). 、ンバンベルグ艦

長が〔1739年〕日本に向けて航海したとき，艦長の通訳であったクリル人

〔アイヌ〕リバガ .i¥Hrrara 〔ポロムシル島出身〕が艦長にこう断言した・

そこでエトロフ島， ウルップ島の住民もその言語において〔ポロムシル

島の〕クリル語〔アイヌ語Jと大きなちがいをもたないことは疑いえな
し、。」

アイヌ人リバガの 1739年の上記のことばは， 北千島アイヌ語と南千島

アイヌ語との近い関係についての有力な証拠である．

知里氏によれば，南千島アイヌ語は北海道北部アイヌ方言に属したと見

られるから， 1739年ごろ北千島出身のアイヌ人リバガが， 北千島のアイ

ヌ語と南千島アイヌ語とがほとんど何らの差異もないと証言しているとす

れば，北千島アイヌ語も南千島アイヌ語とおなじく，北海道北部アイヌ方

言に属すると結論することができそうである．

参考までに上に引用した航海について，エリ・エス・ベルグの論文から

次の個所を引用しておく．
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「1739年5月21日にシバンベルグはボリシェレツクから出帆して日本

海岸に向った. 6月16日北緯39゚ で日本の東海岸を見た・海岸に沿って南

下し， 6月22日ほぼ38°26で停泊し， 日本人と接触した。」5)

ボロムシル瓜のアイヌ人リパガのことばほ1739年のものであり，クラ

シニンニコフがボリシェレックでシュムシュ，ボロムシル島アイヌをイン

フォーマントとしてアイヌ語をしらべたのは1738年 7月であった. 18 

世紀前半には北千島アイヌ語と南千島アイヌ語とはあまり相違がなかつた

と見られるのである．

3. シュムシュ島に関する記述

シュムシュ島（ソ連の最新の地図AT入acCCCP, MocKBa 1969, 55には

lliYMlllYシュムシュとあり， ロシアの最古の記録一ーイワン・ゴズイレフ

スキーが1726年ヤクーツクでベーリングに与えた「海島地図」―には

lliYM-qIOシュムチュとあり， クラシェ＝ン＝コフの 1738年の記録には

lliOYMlll可IOショウムシチュとあり， 1785年度メシャツォスロフ (CII6.)

に発表された「グリル諸島地誌」 OII耳caH互e Kvplill.bCKliX OCTpOBOB (p. 

78)によれば illOYMUl匹である． もともと Soumusirであったと見ら

れる．金田一京助教授は占守島の原名を Shimoshir「大島」 (cf.Shi 

kotan「大村」，色丹島の原名）と解される（金田一京助選集 I,p. 251). 

しかしロシア側資料において第1音節に iがあらわれないので，この語源

説を正しいものとして受けとってよいかためらわざるをえない「クリル諸

島地誌」によると， この島の「中部の東岸に海の近くに高い Hp'I>〔懸崖

か？〕ときり立つ岩（複数）があり， 岸の近くにたくさんケクル（岸の

近く， 又は岸に壁や柱のように立つ高い石）がある」と述べてあるとこ

ろから見ると， Sou-mosirの souは siではなくて， 樺太アイヌ語の SO

「海につきでている岩石」（ドブロトウォルスキー， アイヌ・ロシア語辞

典， 306ページ）と関係がであり，「大• 島」でなくて「岩石• 島」と解し

た方が適当ではなかろうか・
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）、

シュムシュ島についての最初の記述は， ボーランド系のロシア人イワ

ン・コズイレフスキー（その祖父はポーランド人）が， 1713年に自分が

シュムシュ，ポロムシ）レ島を遠征したとき得た情報をもとにしてつくり

1728年ヤクーツクでベーリングに与えたカムチャ‘ンカ南部・クリ）レ列島

地区（モスクワの中央古文書館QrAAA, IIopT<p. MII入入epa,NQ 533,TeTp. 

2, 入.2, 06. vまミレルによるそのコピー．そのもっとも鮮明な写真とオグ

）レイスコ氏によるレゲンデの解読がレ＝ングラード大学ウチョーヌイニ・

ザビスキ No.157, 1953年に発表された）に出ている．「第1島シュムチ

ュ IIIYM'IIO」「この島にはクリル人たち KYpIIAaが住み， 遠い島々に出か

ける． その土地の習慣に従って， 首すじのところまで頭をそり， 脆いて

お辞儀をする．ラッコ，狐鷲，鷲の羽を買うために遠い島々から〔人々

が〕ここへやって来る」 「第2島． プ）レムシル IIYpYMYillIIP」「第1島と

同じ異人が住む．言語と宗教が〔第1島住民と〕同じ．イラクサの織物を

織り，またいくらか緞子，木綿を買う．遠い島々に出かける．また遠い島

々から異人たち〔アイヌ〕が絹や木綿や，鍋や刀を売りに来る……」これ

によると 1713年ころはシュムシュ島にもボロムシ）レ島にもアイヌ語をは

なすアイヌ人がいたのである．

コズイレフスキーのつぎにシュムシュ島について報告したのはクラシェ

＝ン＝コフである． クラシェニン＝コフの命令をうけて兵士のプリーシキ

ン IlAIIIllKIIHが 1738年5月6日,..._,6月3日シュムシュ島に滞在して調査

して報告したものが， 「学生ステバン・クラシェニンニコフ編クリ）レ人た

ち及びクリル諸島訪問兵士〔プリーシキン〕報告によるクリ）レ諸島地誌」

（「カムチャツカ地誌」 1949年版557,..._,570ページ）である．

シュムシュ島に関する記述はつぎの通りである （ボロムシ）レ， シリン

キ，マカンル）レアシ，オンネコタン，ハラマコタン，シャスコタン島につ

いてもずっと簡単に記述されているが， ここでは省略する）．

「クリ）レ列島の第1島はショウムチュ IIIoYM可I0 という．北東から南西

に長さ 70露里〔 1露里は約1キロ〕， 幅40露里． 上端は南にのびるクリ
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Jレ・ロパトカ〔ロバトカ岬〕に向いあっている．第1島とロバトカ岬との

間の距離は15露里．晴れていれば約3時間足らずで海快を漕いで渡れ

る．

タンネムイ JI[TaHHeM直はショウムシチュ IIIovMIII<iIO島の上端から 3

露里ほど離れている． 水源は沼で西側から 2露里流れ， 東の海〔北太平

洋〕に注ぐ．このJI[の水源はペンジン海〔オホック海Jにそそぐ）I[の水源

と向きあっている．

チプトピト qllIIYTIIHT川の水源は河口がら約12露里．それらの水源聞

の距離は 1.5露里．この場所における島の幅は 3露里．

ウンワテリ YpeBaTbipb川．タンネムイ川から 6露里離れている．西側

から 1.5露里流れ，東の海〔北太平洋Jにそそぐ. 7図原は沼．

オホオケト OxooKhIT川． ウレワデリ川から 5露里はなれ，西側から走

り東の海に注ぐ．水源は島のまん中にある湖．

テンテン TeHTeH川．オホオケト川と同じ湖が水源で，東側から流れ，

ペンジン海〔オホック海〕にそそぐ．島の幅ほこの場所で 30露里．

アンガシリカ AHracIIpHKa川．オホオケト川から 10露里はなれ，島の

まん中の湖から出て，東の海にそそぐ． もうひとつのデンテン川は東側か

ら流れてペンジン海〔オホーツク海〕に注ぐ．水源は湖この湖はアンガ

シリカ川の水瀕の湖に近い． この場所の島の幅は40露里．

プヤプヤキ ITYHIIY只K互川．アンガシリカ川から 15露里離れている．水

源は泉で，西側から 2露呈流れて東の海に入る．

チャクシュト qaKIIIYT JI[は東側から 2露里流れてペンジン海にる． 水

源は泉•

クサンガキ KcamaKIIJ 11は， プヤプヤ）I[から 5露里離れており， 島の

中央から，西側から流れ，東の海に入る．水源は沼や湖である．鮭や緯が

いる．

シプク CHIIYKJII-東側から 2露里流れ，ペンジン海にそそぐ. 7. 図原ほ

沼・
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

ヌトムィ HYTM靖川． クサンガキ川から 4露里離れ， 水源は島の中央

の湖東の海にそそぐ．鮭，鱒，赤魚（クラスナヤ）がいる．

シプク CHrr咋又はクムフ KYMX 川． 東側から 1露里流れ， ペンジン

海にそそぐ．上シプク川口と下ジプク川口との距離は1露里．

サンサンチュ CaHcaH咋IO 川． ヌトムイ川口から 8露里離れている．

湖が水源で西側から流れ， 東の海にそそぐ． 川口は南東．鱒， 鮭， 白魚

（ベーラヤ），赤魚（クラスナヤ）がのぼる．

ピトプク IlHTITYK川． 長さ 2露里，幅1/4露里の湖の中央から発し，

東側から 100サージェン (1サージェンは2メート）レ余）流れる． 鮭，

鱒，白魚，赤魚， クンジャ〔鮭の一種〕がのぼる．東側から次の川が湖に

そそぐ・

1. クシャアキ KIIIaa碑川．泉から 2露里流れ，湖の上端にそそぐ．

2. クシャアキ KIIIaaKH川．（ママ） 小湖水から 1.5露里流れ，上記の

川より半露里下方で湖にそそぐ．

3. パシグリュピト IlaIII幻 PRON江T. 沼から 10露里流れ， クシャアキ川

より半露里下方で湖にそそぐ．

4. キリュロンピト KHpIOpOHIIliT. 沼から 5露里流れ， 湖の下端にそ

そぐ．

コンガレヽ ンキ KoHrapbIIII四川．サンサチュ川から15露里離れている．

泉が水源西側から 3露里流れ，東の海にそそぐ．川口は南南西．鮭がの

ぼる．

ウラトム YpaTMY川． コンガレジキ川から 5露里はなれている．泉が

水涼で， 1露里ながれ，第2島［ポロムシル〕と第1島〔シュムシュ〕と

の間の海峡にそそぐ．川口は南西．

ナトカウムビト HaTKa双 6HT川． ウラトム川から 1露里はなれてい

る．泉から半露里流れ，第1島，第2島間の海峡にそそぐ．

チウムキ可HY四皿川．ナトカウムビト川から半露里はなれている．泉

から 1露里流れ，上記の海峡にそそぐ・
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アシ・フリュピシプ AIIIrr-XYpIOIIHIIIITY川．チウムキ川から 2露呈はな

れている．泉から 50サージェン流れ， 上記の海峡にそそぐ． この川のふ

ちでクリ］レ人の男 2名が 2つの小舎で暮らしている．

ホリュピシプ XoprorrnIIIrrY川． アジ・フリュピジプ川から半露里はな

れている．泉から半露里流れ，海峡にそそぐ． この川のふちに 4つの小舎

に役人（ヤサウル）と，毛皮税をおさめる異人 11名が住んでいる．

モ=Jレプト J¥1osprr四川．ホリュピシプ川から 1露呈はなれている．泉

から 5露呈流れ，同じ海峡にそそぐ． この川のふちに古い異人小舎が 6つ

あり，裏在は誰も住まない． これらの小舎から遠くないところにある山に

第 1島の異人の長（トヨン）クペニャが4つの小舎に住んでいる．彼のも

とには毛皮税をおさめる者と未成年者が 15名いる． 島全体では納税者は

合計 44名であり， このうち何名かはクリ］レ・ロバトカ〔ロパトカ岬Jに

住んでいる。」（「カムチャツカ誌」 1949年版， 667, 668ページ）．

以上の記述に出て来た川の名をロシア・アルファベット順に配列し，

ローマ字転写をすれば次のようになる．

シュムジュ島の川の名

1 AHra⑰ prrKa 

2 AIII正 XYp!OIIHIIIIIY

3 KnpropoHIIllT 

4 I{oHraphrIIIKM 

5 KYMX 

6 KrnaaK耳

7 Mo9prrYT 

8 HaTKaYM6nT 

9 HYTMY社

10 OxooKhrT 

11 IlaIIIKヽ'PlOITHT

12 IlHTIIYK 
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Angasirika 

Asi-xur'upi.fpu 

Kir'uronpit 

Kongariゞki

Kumx 

Ksaaki 

Moerput 

Natkaumbit 

Nutmuy 

Oxookrt 

Paskur'upit 

Pitpuk 

アンガシリカ

アジ・フリュピシプ

キリュロンピト

::rンガレヽ ンキ

グムフ

クシ

モ＝）レプト

ナトカウムビト

ヌトムイ

オホオケト

バシクリュピト

ピトプク

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

13 IlYHIIYHKH Puyapuyaki プヤプヤキ

14 CaHcaH1IIO,..__,CaHca1IIO Sansancu,..__,Sansacuサンサンチュ～

サンサチュ

15 CIIIIYK Sipuk シプク

16 TaHHeMYfI Tannemuy タンネムイ

17 TeHTeH Tenten テンテン

18 YpaTMY Uratmu ウラトム

19 YpeBaTbipb Urevatir' ウレワテリ

20 Xoprorr皿IIIITY Xor'upispu ホリュピシプ

21 lJaKIIIYT 、C/aksut チャクシュト

22 qHYMYK耳 、C/iumuki チウムキ

23 qllIIYTIIllT C、/iputpit チプトピト

上記のうち pit(北海道アイヌ pet)「川」のついているものは

3 Kir'uron-pit 

8 Natkaum-bit 

11 Paskur'u-pit 

23 Ciput-pit 

上記の河川名はすべてアイヌ語と見られる．これらの名称を河川に与え

た民族がアイヌ人であったことは間違いないしかし，クラシェニンニコ

フは，シュムシュ島のクリルはポロムシル島のクリルと異なってカムチャ

ダルだと考えていたことは，次の引用から明らかである．

「この島〔シュムシュ島〕の住民はクリル・ロバトカ〔岬〕の住民と同

じく，ほんとうのクリル人ではなく，カムチャダル族である．彼らは仲間

争いにより， とくにロシヤ人の〔カムチャグル人居住地への〕進出によっ

て，他の人々から分れて， この島とロバトカに移住したのである．彼らは

通婚によって親族関係を結んだ第2島〔ポロムシル島〕住民にならって，

クリル人と呼ばれるのである．彼らはクリル人の風習をいくつかとりいれ

たばかりでなく，外貌が自分たちの祖先とかなりちがってしまった」（「カ
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ムチャツカ地誌， 1949年版， 166ページ）．

「第1島〔シュムシュ島〕とクリ）レ・ロバトカ〔岬〕の住民はその言

謡風習，からだつきにおいてカムチャダル人といくらか異なるが，彼ら

が南カムチャグル人に由来することは確実にわかっている．上記の差異は

ほんとうのクリル人〔ボロムジル島及びそれより南のクリル＝アイヌ人J

との隣接，交際，通婚によるのである」（同上， 358ページ）．

この記述に対しては疑問が生まれる．

プリーシキン一ークラシェニン＝コフの後にクリル諸島のまとまった記

述をしているのは1785年度のメシャツォスロフ誌 (Mee叩 OCJ¥OBIICTOpM-

叩 CKO社 II reorpa屯I<JeCKofr Ha 1785 rOA. CII6. rrpn I1MnepaTOpCKO註

AKaACMnn)にのった「グリル諸島地誌」 OrrncauneKYpHAbCK耳XOCTpOBOB 

（私の手許にこの :::rピーがある）である（オ・ペトロワの「アンドレイ・タ

ターリノフの露和レクシコン」モスクワ 1962,p.8によればこの「地誌」

の綱者はイルクーツクの住民ミハイ）レ・タターリノフで，イワン・チェ｝レ

ヌイフ，オチェレディン，アンティーピンの手稿をもとにしている）．

この「地誌」には「ク l)Jレ・ロバトカ 〔岬〕に近いショウムシチュ

IlloYMill匹島」について次の記述がある．

「グリ）レ・ロバトカとショウムシチュ島との間に 15露里の海峡がある．

島は北東から南東〔南四の誤りJに50露里のび，幅は 30露里，低い．島

の中部の束岸には海の近くに高い lip(懸崖か）と切り立った岩石があり，

岸の近くには沢山のケク）レ（岸の近くや岸に立つ高い壁状叉は柱状の岩

石）がある．島には様々の鉱物 中には銀鉱もある一一ーが見出される．

先ず銀鉱が採掘された．北側は四の方に向って岸は砂で，処によっては石

が多い．島の中部では周囲約 5露里の瑚があり，そこから川が海に流れて

いる．この主流のほかに，小さな川が沢山ある．なぜなら，湖や沼がある

から海に流れる川には 5月と 9月にいろいろな海魚 鮭，鱒， fa入]JbI

（魚名）， KYm研（魚名）がのぼる．晴れた日に海で釣竿で TeprrYrn, 鱈，

Pl!M汎,a(魚名）を釣る．小さなはんのき，柳，地にはう杉 小さな堅果
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

がなる一一のほか林は無い．海岸には鯨，えび，蟹が波でおしあげられる，

島には廿草が生え，それで酒をつくる．またKYrrpeH(植物名）， KYTaropH耳K

（檻物名）， Vこんじんが生え，島民の食料となる．

女たちはイラクサで綱や網をつくる．島には各種の鼠が沢山いて，島民は

ナウシチチ HaYIII砂互皿と呼ぶ．

この島には毛皮税を納める者が44人いる」 (78,79ページ）．

4. 北千島アイヌ語の資料

北千島アイヌ語に関する公表されたもっとも古い資料はクラシェニン＝

コフ (1713,...._.,1755)の「カムチャツカ地誌」（クラシェニン＝コフの研究

者にとって，第 1,...._.,2版と同じく 1949年版が不可欠である）第3部 pp.

185,...._.,188の「クリル語」語彙である． これは拙論 Ainuin Kamchatka 

Bulletin of the Faculty of Literature Kyushu University, No. 12, Fukuoka 

1968の付録に， 初版本からの写真の形で掲載されているから， 今では容

易に見ることができる．さらに上記の拙論にはこの資料ときわめて密接な

関係のあるクラシェニン＝コフのラテン・クリル語資料（レ＝ングラード

の科学アカデミー・アルヒーフの原稿R.I, op. 13, No. 10, papers 209-

214)が世界ではじめて発表された見

クラシェニン＝コフの両資料はアイヌ語研究上きわめて重要なものであ

るにもかかわらず，従来は， どこで， どのようにして蒐集されたものであ

るか明らかでなかったが， それを明らかにする資料が「カムチャツカ地

誌」 1949年版においてはじめて発表された7). 関係部分を訳して見よう．

〔 〕しまわたしの補足．

「〔1738年〕 7月19日， 当地〔ボリシェレック〕に兵士ステバン・プ

リーヽ ンキン CTerraHIlAHIIIKHHが到着し， 私に〔シュムシュ島，オンネ

コタン島訪問について〕報告を行ないました．クリル人の衣服などを買う

ために私は彼を〔シュムシュ島に〕 i派遣したのでした．

彼は与えられた命令に従ってボリシェレックから 3月19日に出発し〔力
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ムチャツカ最南部の〕 クリル地方（グリリスカヤ・ゼムリーツァ）に向

ぃ， 3月23日［クリルJ湖に箸きました..…••彼プリーシキンは 5 月 6 日

まで湖畔に住み，クリル湖に注ぐ河川を記述しました・

4月29日［クリル湖〕から出発し，その日のうちにロバトカ岬につき，

5月6日までロバトカですごしました・

5月6日まひるごろ皮舟にのって彼ら〔プリシキンとその一行〕は第1

島〔シュムシュ〕につきました (p.574). 

「彼は6月3日まで第1島に住み，命令中に指定されている期日におく

れないように，ボリシェレックに帰ろうと欲しました・ しかし，徴税人フ

ルマン <l>YpM年は彼に皮舟をやりませんでした・ というのは〔島の〕男

たちは毛皮税として納められる獣を捕獲していなかったからです．フルマ

ン氏は同日，すなわち 6月3日に第2島〔ポロムシル島〕に出発すること

になりました．そこで彼［プリーシキン〕も，第2島訪問の命令を受けて

おりませんでしたが，フルマンに随行することにしました．徴税人〔フル

マン〕が第2島から〔第1島に〕帰るまではロパトカに戻ることは不可能

でしたので，彼も第2島に同行したのです．

第 2 島に着いて彼〔プリーシキン〕はクリル人たちから海獣—―ーおっと

せい，あざらし一ーを買いました・ …•••また 2 つの海魚を捕り，鳥では鵜

(uril) 〔参照・北海道アイヌ語 urir「鵜」〕，スクリーク〔ダーリ辞典によ

れば，カムチャツカの海鳥， Uria senicula〕， ロシア名のわからないもう

ひとつの鳥を捕えました・

「彼プリーシキンは第1島と第2島の異人を〔各1名〕つれて来ました．

そのうち 1人〔多分シュムシュ島住民〕はカムチャダル語を知っており，

もう 1人〔多分ボロムシル島の住民〕は第3島〔オンネコクン島〕に行っ

たことがあります (p.575). 

「プリーシキンが〔1738年7月19日ボリシェレックに〕つれて来た異人

たち〔2名のクリル〕によつて私は彼らの言語の単語を記録し，彼らの信

仰と習慣について，また遠いクリル諸島について•…••たずねました．そし
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

て島々の付近にいる獣・鳥・魚の目録をつくり，この報告に沿えます．

これらの異人に，たずねるべきものはみなたずねてから， 〔1738年〕 7 

月31日，その住処に彼らを帰しました」 (p.576). 

この記事によって，兵士プリー、ンキンがシュムシュ島のアイヌ 1名，ボ

ロムシル島のアイヌ 1名をつれて 1738年7月19日ボリシェレックに到着

し，同年7月31日までクラシェニン＝コフが2人の言語をしらべた結果，

前記2資料が出来たことが明らかとなった． クラシェニン＝コフはカムチ

ャダル語を知っており， クリ Jレ人の 1人（多分，シュムシュ島の）もカム

チャダル語を知っていたのでクリル語（アイヌ語）の意味をカムチャダJレ

語でクラシェニン＝コフに説明したであろう．

さて，ポロムシル島のアイヌの言語がアイヌ語であったことは疑いない

が，シュムシュ島のクリ Jレの言語が何であったかには多少問題がある． こ

の島の住民はカムチャダル語とクリル語との両方を用いていたと見られる

が， クラシェニン＝コフもシュテラーもロバトカ及びシュムシュ島の言語

を， カムチャダル語を根幹としクリ］レ語（アイヌ語）の要素を若干ふくん

でいたと見ている点に問題が残る． ここでは， この問題に深入りしない・

ただクラシェニンニコフのクリル語資料は 1738年採集のシュムシュおよ

びポロムシルのアイヌ語であることしまたしかである．

クラシェニン＝コフ (1738)以後 DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌの

調査 (1878,..._,1882)の時までの約140年間における北千島アイヌ語の調査

について今のところ私はあまり知らない（将来，埋もれている資料が発見

される可能性がある）．

そして， 1889年（明治32年）， 人類学者鳥居龍蔵氏の北千島アイヌの

人類学的および言語学的調査が行なわれたのである．

1884年（明治 17年）シュムシュ島のアイヌ人90人あまりは北海道に近

いシコタン島（アイヌ語 ShiKotan「大きな村」）に強制移住させられた凡

鳥居氏が調査したのは， これらの北千島アイヌであった．鳥居氏の調査結

果は「千島アイヌ」 (1903年）となってあらわれた． この貴重な調査の中

37 



には，若千の簡単なシュムシュ島アイヌ語文と約700の単語がふくまれて

いる．

シコクン島に住んでいた北千島のアイヌの言語がいつごろまで同島にの

こっていたが，わたしには不明であるが， 1930年代の終りころには北千

島語を記憶するアイヌ人は存在していなかったであろう 9>_ 1930年9月シ

コクン島を訪れたステン・ベルクマンはシュムシュ島引揚げのアイヌ人た

ちに会っているが，アイヌ語採集についてはなにも述べていない．

要するに北千島アイヌ語の資料としては少なくとも下記の 4つがある．

(1)クラシェニンニコフのラテン・クリル語彙集 (1738年，ボリシェレ

ックにおいてポロムシル，シュムシュ・アイヌをインフォーマントとして

記録・ レニングラードのソ連科学アカデミー・アルヒーフに原稿として

保存され， ソ連では発表されず， Bulletin of the Faculty of Literature 

Kyushu University, No. 12において発表された）．

これは (2)にあげるロシア・クリル語彙集とほとんど合致するが， 次

の単語は (2)のものにはふくまれていない．

熊 Kamui

, Juk 
飼い馴らした鹿の種類｝

野生の鹿の種類

鴨

翼

牛 乳

し ら かば

尾

肉

Tschirpu [cirpu] 

Teikup 

Toopi 

Tanniくtat-ni

Otschontsc励 [oconco]

Kam 

また (2)の資料の読み方を明らかにしたり， その誤りを正すのに重要

である．

(2)クラシェ＝ンニコフの「カムチャツカ地誌」 (1755年）第3部のロ

シア・クリル語彙集. (1) と密接な関係がある．
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(3) DYBOWSKI が 1878~1882 年カムチャツカにおいてシュムシュ島出

身アイヌをインフォーマントとして採集し RADLINSKIが発表した資料

（クラコウ， 1892年）．

(4)鳥居龍蔵氏が 1889年シコタン島においてシュムシュ島アイヌ人に

ついてその言語を調査し 1903年に「千島アイヌ」において発表したも

の. (3) と (4) とは密接な関係がある．

これらの記録の比較研究によって，北千島アイヌ語のすがたはこれまで

よりもあきらかとなる見通しがでてきた・

知里真志保氏は， 「千島方言はもともと北千島の島々に行なわれ， 1912 

年前後まではまだこれを記憶する老人もあったが， これもわずかな採集記

録を残したのみで，今では全く消滅してしまった」（平凡社世界百科事典，

I-31) と述べられたが， これが書かれたころはドゥイボフスキー資料は日

本ではほとんど知られていなかったようであるし， クラシェニンニコフの

ラテン・クリル語彙集も知られていなかった・

5. DYBOWSKI蒐集， RADLINSKI改編のシュムシュ島アイヌ語辞典

ポーランドの動物学者ベネドゥイクト・ドゥイボフスキ BenedyktDy-

bowskiのシュムシュ島（千島列島最北島． ロシア側は古くは「第1島」

と番号をつけていた）のアイヌ語資料は日本ではあまり知られていなかっ

たようである．

この貴重な資料が，アイヌ語の研究の，惟界でもっともさかんな日本に

おいて知られるに至らなかった理由のひとつしま， この資料をふくむ論文が

ポーランド語で発表されたことであろうとおもう．またこの資料がバチェ

ラーの AnAinu-English-Japanese DictionaryとB. PitSUDSKIの

Materials for the study of the Ainu language and folklore, 

Cracow, 1912にも挙げられていなかったことも， その理由のひとつをな

していたかも知れない10). 〔原稿を印刷にまわした後で，金田一教授が言

及されていることを知った。選集 I, p. 456〕
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ともあれ，シュムシュ島アイヌ語のもっとも豊富な資料が77年間もわ

がくにの学者の注意からほとんどしまずれていたのである（この資料が公表

されたのほ1892年，ポーランドのグラコウにおいてであった）．

この資料というのは次の通りである．

Stownik narzecza Ainow, zamieszkujq.cych wysp~Szumszu 

w tancuchu Kurylskim przy Kamczatce 

ze zbiorow Prof. B. Dybowskiego 

opracowany prez 

lgn. Radliriskiego 

（カムチャツカに近いクリ Jレ列島シュムシュ島に住むアイヌ人の方言辞

典 B. ドゥイボフスキー教授蒐集，イグナチウス・ラドリンスキー編）

これはドゥイポフスキーの蒐集したカムチャツカ諸住民の方言辞典の第

1編をなす．

これを掲載したのは ROZPRAWY  AKADEMII UMIEJ?TNOSCI. 

WYDZIA£FILOLOGICZNY. Serya II, Tom 1. Krakow 1892 (科

学アカデミー紀要，フィロロギ一部，第2集第1巻カラコウ1892)であ

る．

つぎに，この資料を入手した経過についてのべておきたいわたしは参

考文献にあげた LAUFERの論文によって， この北千島アイヌ語資料の存

在を知った・ 約2年前，アメリカのイニール大学のサンスクリットの教授

で該博な日本学の知識をもたれるョ＾ンネス・ラーダー氏 Johannes

RAHDERがクリスマス・プレゼントとしてこの辞典の縮刷コピー数枚を

郵送してくだされたそのうえ掲載誌名をも報せて下されたたまたまコ

ラコウの大学に留学中の友人でスラヴィストの小林正成氏に同論文の写真

の送付を依頼したところ，古貴重書の部類に属し，コピー作製の手続きが

かなりめんどうであったしかし小林正成氏の努力で同書のコピーを入手

できた・ さらに， DYBOWSKI蒐集， RADLI函K1の改編になるカムチャダ

ル語の3方言，コリャーク語の辞典のコピーも入手できた．小林正成氏に
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対してこの機会に深甚の感謝の意を表明しておきたい．

6, DYBOWSKIはどのようにして北千島アイヌ語を調査したか

RADLINSKI(以下， R と省略することあり）によれば， 1892年当時）レヴォ

フ（ドイツでは Lembergという）市の大学で動物学の教授をしていた

Benedykt DYBOWSKIは1879""1883年の 5年間カムチャツカで医師と

して勤務し，そのあいだに同地の諸民族に接することができた．人類学，

民族学の資料のみならず相当の言語資料をもあつめた．まずロシア語で調

査表（名詞，形容詞，動詞）をつくり，それに対応する土語の単語を書き

こむ方法によって土民語の資料をあつめた． この書きこみは自分で行なっ

たり，またロシア語を知る土民にも書かせた・ そのようにしてカムチャダ

ル語の 3つの方言アレウト語の 2つの方言コリャク謡クリ）レ語（ア

イヌ語）の語彙集ができた（このうちわたしの手もとにないのはアレウト

語の資料である）． これらの一連の労作の第1部が「シュムシュ島に住む

アイヌの方言辞典」である. DYBOWSKI (以下， D と省略することがあ

る）は土民のことばをロシア字で書きしるした．そこで Dの辞典はロシ

ア・アイヌ語辞典， ロシア・カムチャダル語辞典•…••であった． ところで

これらの資料を活字にして発表した宗教史学者 Rは次のような形のもの

に改めたのである．

1. ロシア・土民語辞典を土民語・ボーランド・ラテン語辞典に改めた

（つまり，見出語には土民語をかかげている）．

2. ロシア字（キリ）レ字）をローマ字（ラテン字）に改めた．ただし，

もとのロシア字書きを括弧の中に入れてのこしておいた・

3. もと土民語の単語の意味はロシア語で示されてあったが， Rはボー

ランド語，ラテン語で示すようにした．

このような改変によって， D におけるとはちがった形のものがうまれ

た．見出語をロシア語から土民語に改めたことによって，土民語の研究に

は便利となった・
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ローマ字にうつすにあたり， ロシア字 e[je]は予音が先行しない場合

は jeと転写し，子音が先行する場合には 'eと表わしに またロシア語

の母音 blほ yでうつし，子音字瓦 iまえ，互は c, 屯 iまc,Ill VまSと

うつした・

R はクリ）レ語彙集の成立についての Dの記録を引用しているが， それ

によると， クリル語彙集はシュムシュ島出のクリル人について，その言語

を調査して書きしるしたものである． クリ）レ人は 1878~1882年カムチャ

ッカに滞在した (Dのペトロバウ・ロフスク到着は 1879年）．

太平洋に面するロシア領の沿岸貿易を管理していた認米会社はクリル諸

島に事務所，狩猟所を設置していたが， そこで多数のアレウト人が労働

者，狩猟者として働いていた 1875年に千島・樺太交換条約が日露間に

調印され，日本は樺太の一部に対する領土権を放棄するかわりにシュム

ジュ島をもふくめてウルプ及びその以北の島に対する領土権を獲得した・

そこでロシア人は北千島から退くことになった・ アレウト人はカムチャツ

力に移住することをのぞみ1878年秋にロシア政府によってカムチャツカ

のペトロバヴロフスクに送られた・アレウト人と一緒にクリル人（アイヌ

人）の数家族もペトロバヴロフスクに送られた・ アレウト人とグリル人と

は翌年1879年ペトロバヴロフスクから 3露里 (1露里＝約1キロメート

ル）離れたアワチャ湾にのぞむジェログラッキ村 (::zサックの村， 男23

名，女13名）にうつった． アレウト人をさらにコマンドルスキー島に移

す計画がたてられたとき， クリ）レ人はアレウト人と同行することをのぞま

ず，シュムシュ島に帰るか，又は同島に近いところに住むことを望んだ．

そこでカムチャツヵ西岸南部のシュムシュ島に近いヤウィナ村に住むこと

になった 1881年3月クリル人グループ（大人6名， そのほか乳幼児）

がペトロパウ・ロフスクをはなれて 6月にヤウィナ村に到着した同地でシ

ュムシュ島出のアイヌ人たちに出あい， 1882年春に一緒にジュムシュ島

につれて帰る， という約束を得た. Dは1882年の冬に彼らと会ったのが

最後であった．後で彼らがシュムシュ島に安着したことを知ったという．
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

Dがシュムシュ島出身のアイヌに接したのは1879年ペトロバヴロフス

ク付近のシェログラッキ村においてであり， 最後に接触したのは1882年

冬カムチャツカ南部西岸ヤウィナ〔アイヌ語 ya-wen〕村においてであっ

た．しかし調査は主としてクリルがアレウト人と一緒にいたころ，つまり

シェログラッキ村で行なわれたようである．

Dによれば， クリ）レの男たちはロシア語が話せたし，またアレウト語を

も知っていた． クリ）レの 1人はロシア語を書くこともできた．他方アレウ

ト人はクリル語ができ，アレウトの 1人はかなり教養のたかい人物で， ロ

シア語がよくできた． このことは「私にとって一層有利であった」とDは

述べている．

「先ず自分がクリ）レの単語を記録し，それからそれらをアレウト人に書

きなおさせ，次いで私はクリ）レ人たちの面前で読み書きのできるクリル人

に訂正させた．このようにしてクリル語彙集が出来あがったのである」と

Dはのべている (66ページ）．

7. RADLINSKIの編さんについて

ラドリンスキーはドゥイボフスキー辞典（原稿）の改編者であるが， D 

の原稿を読むばあいに個々の文字を読みちがえた例が少なくない この

ことは， クラシェニン＝コフの北千島アイヌ語資料，鳥居龍蔵氏の資料，

その他のアイヌ語資料との比較からあきらかとなる．

また Rが Dのロシア語訳を誤ってポーランド語， ラテン語に訳した場

合も，少数ながらみとめられる． 以下に， Dの原稿をRが誤り読んだと

見られる例をかかげる（将来， Dの原稿がなんらかの形でわれわれに提供

されるならば， この誤読はたやすく実証されるとおもう）．
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Dの原稿の形（推定） Rは次のように誤り読んだ

（括弧内は村山の転写） （括弧内は村山の転写）

aを 0と誤る ucaMKaH (isamkan)亡ぼす ucoMKaH (isomkan) 

anKac証 (apkasi')入る onKac1,1 (opkas'i) 

mをHと誤る 皿 (yai) 自分 只H(yan) 

ape互HCKap双p互(arsiiskariri) apmHCKap互p互

一度向きをかえる (arsinskariri) 

mをnと誤る 叩叩HII互社 (iriripiy) np町泣皿社 (pririkiy)
イラクサ

nを Cと誤る T咋 poMm道 (tuirompiy) 胃 TYCpOMil互注 (tusrompiy) 

mをYと誤る k匹m-q:0: (kumici) 〔私の〕孫 KYM四 n(kumuci) 

kをHと誤る arnKTo (asikto)誕生日 aCHHTo (asinto) 

Xをnと誤る OK豆Kapn(okikarp)えり 。IIIIKapn(opikarp) 
TaHTOHOCKH北 TaHTOHOCilHH 
(tantonoskiy)今日 (tantonospiy) 

kをyと誤る KcapYMII耳杜 (ksarum耳pかiyざ)り ycapYMn~ 位 (ysarumpiy)

Hを五と誤る 互CHOK匹甲社 (isiokunri慢) HC互OK四 p互(isiokuiri)
自する

HをKと誤る KYHHH四 P五 (kunnici'ふrくi)ろう 匹HKH~狂RP刀 (kunkic'iri)

H互Ho(nino)うに HHKo (niko) 

TaHHH (tanni)白樺 TaHK立 (tanki)

HをCCと誤る a皿I置く acc&r (ass'i) 

HをTと誤る OHYM紐晩い OHY匹 T(onumut) 

HOを10と誤る皿pKaHoKO釦皿 nn:pKaIO KO北KH

(pirkano koyki)優越する (pirkayu koyki) 

0をaと誤る npoHa (irona<ironnu) 町paaa(irana) 
亡ぼす

KoH,z,;pa (kondra)氷 KaH.;r;pa (kandra) 

KOH匹 H(konkun)羽 KaHKYH (kankun) 

noMneT (pompet)小川 paMneT (pampet) 

OTOil (otop)苔 oTan (otap) 

nをKと誤る 町四pHm滋 (iriripiy) II匹 P皿碑 (pririkiy)

イラクサ
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

rrをHと誤る aH碑 Krrrr(anaykip)皆

町mp1m(iririp)イラクサ

KacKrrrr (kaskip)シャベル

KeKcYrr (keksup)鷹

K咽 TYrr(kuytup)雁
KY註TYIIHrHpH

(kuytupigiri)雁

皿 cT1m(nistip)固い

CHIIa社TBa(sipaytva)煙る

TYII四 (tupic)2 

PをHと誤る crrYprYp (siurgur)わし

Cを直と誤る YcBa (usva)消える

TをKと誤る pnTaHn (ritani)白い木

TをIIIと誤る Tarrnp (tapir)肩押骨

(T, IlIVま筆記体は酷似）

紐 a釦KIIH(anaykin) 

叩 IIpIIH(iririn) 

KacKIIH (kaskin) 

KeKCYH (keksun) 

KY釦TYH(kuytun) 
KY耳TYHIIrIIpII

(kuytunigiri) 

HIICTIIH (nistin) 

CIIHa社TBa(sinaytva) 

TYH四 (tunic)

CIIYprYH (siurgun) 

YIIBa (ui va) 

pIIKam1 (rikani) 

IIIaTIIIp (sapir) 

XをKと誤る XYph四 a"'IY(XUr'icacU)赤い狐 KYphI"'Ia"tJY (kur'icacu) 

8. わたしの転写

D-Rのシュムシュ島アイヌ語方言辞典の日本語版をつくるにあたっ

て，アイヌ語のローマ字の部分をそのままにしておきポーランド語， ラテ

ン語訳を日本語になおすこともひとつの方法である． しかし， 日本では

ポーランドにおけるとはちがったローマ字の読み方が行なわれている．ャ

行音は Rによって ja,jo,ju…とあらわされているが，日本ではya,yo,yu・・・

とあらわすから，私は日本式をとることにする．そこでRが jーであらわ

している音をわたしは yーであらわす．

またRは，子音が先行するばあいのロシア字 eをローマ字で 'eとあら

わしているが，わたしは単に eであらわす． これは北海道アイヌ語， ヵ

ラフト・アイヌ語，鳥居龍蔵氏の北千島アイヌ語の語形と比較してみて，

'(口蓋化を示すしるし）は不必要であることがわかるからである． 子音字

の後でロシア字 e(je)が書かれる場合と 3 (e)が書かれる場合とで意味

が区別される例が Dの資料には見あたらない 子音字の後でロシア字 e

が書かれるのが普通で，例外は OK33「捨ててしまう」だけである．
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つぎに， Dのロシア字書きを Rがどのように転写し， わたしがどのよ

うに転写するか，表にして示そう．

D (ロシア字） R (ローマ字） 村山（ローマ字）

a a a 

6 b b 

B V V 

r g g 

A d d 

e (子音が先行しない場合） je ye 

（子音が先行する場合） 'e e 

率 z z 
H i i 

没 j y 

K k k 

M m m 

H n n 

゜ ゜ ゜N p p 

p r r 

C s s 

T t t 

y u u 

屯 f f 
X ch X 

猛 C C 

可： c c 
皿 s s 
瓦 y i 

L 

， e e 

IO ju yu 

” ja ya 
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

9. DYBOWSKIと鳥居龍蔵氏とにおけるアイヌ語の表わし方の比較

D と鳥居龍蔵氏とは次表からあきらかなように同一の方言をほぼ同一の

時代に記録している．

三 調査者 D（yポbowski 
ーランド医師，動物学者） 鳥（人居類学龍者）蔵

出インフォーマントの
身地

シュムシュ島 シュムシュ島

故インフ去ォーマン期トが
郷をつた時

1878年 1884年

調査の場所 カムチャッカ．ペトロパヴロフス シコタン島
ク付近

調査の時期 1879ー1882年 1899年

調査単語数 約 1900語 700語

発表の時期 1892年 1903年

発表の場所 I1 ボーランド，クラコウ 東京

しかし，両者のアイヌ語のしるし方には次のような差異が見られる．

(a) h-の表記

鳥居氏において表記されている K が DYBOWSKIにおいて表記されて

いない例が多い．

DYBOWSKI 鳥居

apu,....._,aapu姉妹 habo姉

arkitek左手 harikiteki左手

arru百合の一種 harmウバ百合

oydus綱 haitush網

opuni起きる hobuni起る

ot 20 howat 20 
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ただし DYBOWSKIがロシア字 X (ハー）を以て h-をあらわしている

場合もある．

DYBOWSKI 

xorat ki揺れる

xorka後ろへ

鳥居

horatすべる

horukaうしろ

これらの例のほか， DYBOWSKIぶ hーを表記していない例として次のも

のを挙げることができる・
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DYBOWSKI 

aciri投げおとす

ackumkum蛛蜘

aがko隣

apurvaやわらかい

avruy<av ruy声高い

eciruruy< eciru ruyこっけいな

ekay白髪の

oydus<ay-dus網

oma魚卵

on'yu櫂

orkiu狼

osketkoman待っ

oskoyen, oskoin以前に

uyka焼く

umki嗚る

upi vまれもの

urai洗う

urerum<ure-erum赤いねずみ

urikani釦

参照

hacir落ちる（八，その他）

hacikonk_om蛛蜘（樺）

hanku腑（八，その他）

hapur柔らかい（八，その他）

haw声（八，その他）

hecire遊ぶ（樺）

hekay年をとった（幌）

hay苧（北海道，樺太）

homa魚卵（宗）

honiwe櫂（樺）

horkew狼（八，その他）

hoski待つ（沙）

hoskino以前に（八）

uhuyka燃やす（八）

humi'iki嗚る（樺）

hup iまれもの（八）

huraye洗う（八）

hure赤い（八）

hurekani銅（八）
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

DYBOWSKIが h(x)を表記する例は，前記のもののほか，次のような

ものがある．

DYBOWSKI 

xomakokorpa魚卵を塗る

xoptek松の

xorsivaすっぱい

homa魚卵（宗，その他）

hupとどまつ（八，その他）

horseすっぱい（八，その他）

xumkutikiとどろく

xumruy<xum-ruy雷の

xurmaka嗅ぐ

) hum音（八，その他）

hura nu嗅ぐ（八）

(b) Dにおける母音の表記の省略

DYBOWSKIにおいては， アクセントのない音節の母音が表記されない

場合がある．たとえば

ksarvasikiこめかみ<kisar-vasiki (八，その他 kisar耳）

notkam頬 <notakam(八，その他 notakam頬）

stakici犬のための桶 <seta-kici(八，その他 seta犬）

(c)鳥居氏における余計な母音表記

鳥居氏においては母音が余計に表記される場合がある・

足．よ 味 DYBOWSKI 鳥居 比較

7 arvampiy aruwanpe 八，その他 arwanpe
aruwampe 

ゅ び askipit ashikipit 沙その他 askepet

奴八~, る iruska irushika 八，その他 iruska

からす paskur pasukuru 八，その他 paskur

夜 sirkurka shirekorak 宗 sirkunne

あざらし tukvar tukoro 八，その他 tukar
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10. クラシェニンニコフ， DYBOWSKI, 鳥居龍蔵の北千島アイヌ語の

語彙比較

北千島アイヌ語を調査した上記3人の資料によって次の比較表ができあ

がった．

K D T 

1 母～姉 aapu<hapo母 aapu, apuく旭姉ip妹o habo 姉

2 矢 achi[axi]矢 ay ai 

3 舌 achu[axu] av aukh 

4 人 ainu ayno, aino aino 

5 あざらし amuspe amospi 

6 皆 anaykip anaikibi 

7 ぉ 前 e aniくe'ani ane<e'ani 

8 消し炭 a[papauauscsahat] t usat炭
<api-usat 

9 火 api abi abe 

10 apuiけ火るの道上具に鍋 aboi炉
をか

11 坐 る apunua abuna 

12 左 手 arkitek harikiteki 
<harki-tek 

13 ウバ百合 arru<harru haru 

14 7 aruan arvampiy aruwampe 

15 5 asik askini ash'kimep(ママ）

16 ゅ び askipit ashikibit 

17 樹 枝 a叩ki<has-teki hashiteki 

18 海 atuika atuyka atuika 

19 狐 どaaca chauchau 

20 山 cacincup山脈 chacha高い山
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K D T 

21 口 ts char [car] car charo, charu 

22 走 る cVasz • chashi, chase 

23 唇 tschaatoi catvi', cati' chatoi 
[caatoi] 

24 家 tsche [ ce] ce che (家） che 
（小舎）

25 陰 茎 tschi[紅］ CVl • 

26 舟 tschip [ cip] CVl• p chip 

27 鳥 tsc[ hciirrppu u]かも
cir chiri 

28 女 陰 tschit [ぷt] CVlt • 

29 審 cotuytuyn shutuitui 

30 秋 cukan chukam 

31 太陽，月 tschuppu [ cuppu] cup, cup 

32 黒 し‘ ekuroko { ekurok ekoroku 
ekorokpiy yekoroka 

33 enumitanne enumitanne漿果

たこ漿け果ももに似 n(Cumhi, (I の2粒6<）tea頭nne長）

34 enumukuta enumkatan漿果
こけもも

35 ナイフ epira epera eperaniki 

36 顔 erbu erup 

37 鱈 erikus erekush 

38 鼠 ermu erumu erum 

39 と ど etaspe etispe 

40 鼻 etu etu etuani no 
尖りたる

41 アビ属の鳥 etub<iregta u etupirka 
-pirka 

42 きたない icagaran ichakkare 
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43 寒 し‘ imeraiki寒い imereykiri凍える imaraikiri寒き

44 4 inep inip inep 

45 14 inip vampi kasma inep wambe 
kasuma 

46 殺 す ironani<i-ronani rona 

47 怒 る iruska irushika 

48 干 す isatkiくi-satki sat'ke 

49 熱 し、 iseasekka sesik iseseka 

50 ー昨日 isot numan isaoto numan 

51 6 1.va' n yevampiy iwampe 
ivanini 6個

52 弟 kaki<ku-aki akipu akibo 

53 肉 kam kam 

54 熊 kamui kimkam<kim-kamuy (山・神）

55 内 臓 kanka kankan 

56 あられ kaukach kavkav 

57 katunpuri katanoburu 
喜ばせる 喜ぶ

58 あぶら ke chepke<chep 
（脂肪） ke魚の油

59 足 kema kema 

60 星 keta keto ketta 

61 鷹 kiiksup keksup keik'sup 

62 話 す kitokrosiva<ku- itaki 
itak-rusuy-wa 

63 見 る kinkarva<ku- ingkari inkari 
inkar-wa 

64 靴 kir ker 

65 桶 kittschi [ kite/] kici 
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K D T 

66 兄 kiupi< ku-yupi ubu<hupu 

67 妻 kmatschiくku- mat machi女，妻
macVi • 

68 笑 ぅ kmeinua<ku- min. a mina 
mzna-wa 

69 眠 る kmukarva< ku- mukari mokoro 
mokor-wa 

70 ひ ざ kokobo<kokka- kokka 

kokpoa pa 

71 男 kokaio<ku- okaybautari船人 okkai若者，男
okayo夫 < okaybo-utari 

男たち

72 ひ じ komta komuta 

73 帽 子 kontschi [ kon紅]konce, kondze 

74 kotan土地 kotan島，国 kotan処，村

75 息 子 kpuhu<ku-poho poo 

76 耳 xar[ksar] ksarvasikiこめかみ
<kisar < kisar-vasiki 

（耳・つけ根）

77 泣 ＜ ktschischianva crsr 
<ku-cisi-an-wa 
私泣いているよ

78 弓 ku ku小銃 ku弓

79 さ お kumaki kuma 

80 召 使 kusiuhe usiu 
<ku-usiuhe 

81 牝 ｛ mam . manne 
manip 

82 冬 matan mata, matam 

83 泉 mem memuyri泉の mem 

84 父 mi ts chi [ mf ci] ml.Cvl . ， ml. Cl . michi 
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85 草 mun mun mun 

86 鎌 munstap moshitam 

87 否 nepam否 neben・・・でない

88 貧しい nepeyekucur nebe 
貧しい yegochakuru貧者

89 木 ni ni ni 

90 木の葉 niep niyam yam, niyam 

91 朝 nisiat nisat 

92 明 日 nisiaatta nisat nishatta 

93 空 niss nisar nisaru 

94 固 し‘
m．stl． p nishite 

95 罪 noki nok nok烏卵

96 曲がった noyki noike曲る

97 母 nonno nonno 

98 まんなか noski shinoshike 
<si-noske中

99 頬 nutkichu notkam nota'kam 
[nutkixu] 

（本来は「あご」）

100 涙 nubi nubi 

101 昨 日 nuuman numan numan 

102 綱 oydus<hay-tus haitush 

103 ズボン' oyo oyo,oyoo 

104 魚 卵 oma<homa oma<homa homa 

105 大 腿 omponiくom- omunya大腿
poni大腿骨

106 小さい onnan-othu-rh丘ur onono小さい onono小さい
<onono-ot 
小さくある丘

107 おっとせい onnep om． p 

54. 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

K D T 

108 猟する ontrupusi狩する onrubusamna猟

109 タ 方 onuuman onumonan夕方に onumanan

110 起きる opuni<hopuni hobuni 

111 oramua oraramupniy下低から
<oram-wa低い い

112 狼 orgiu<horkiw orkiu<horkiw 

113 山 ostogoyka山岳の shito'ko'i山
shitokoi山の

114 20 ot<hot howat 

115 砂 Ota Ota Ota 

116 尾 otschontscho ocV encV o 
[ocon⑲] 

117 深 し‘ ova 0 

118 頭 paot pa 

119 烏 ptiskur paskur pasukuru 

120 さ じ pasui pasiu pashui 

121 川 pet pet pet 

122 水 pi pe peh 

123 肥えた piip肥えた pianふとる

124 岩 pira pira 

125 石 poina poyna poina 

126 小さい
pon<gp0a小pinかf-kもapめif 

pon小さい

127 大ぎい
poro[gpo oroho] 

porop porohu 

128 腹～胃 pse<pise腹 pse<pise胃

129 子
pu<mppu on-po子

poo息子

130 虹 rainci rayunchi 
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131 死 ぬ raiua<rai-wa rai死ぬ

死せる

132 ラッコ rakki, raku rakko 

133 胸 ramutitr ramka 

<ramu-utur 

134 眉 rar raru 

135 13 reepitsch- rebichi wambe 
ikasmua kasuma 

136 風 reera rer rera 

137 ひ げ trek[rek] reki reki 

138 3 rep ribic rebichi 

139 白 ¥,"、 retanoo tetar retara 
< retar-no retaceri < retat ciri 

<retar・ciri白鳥

140 あざらし retatkor tukvar tukoro 
<retar-tukar 

白いあざらし

141 泊 る revs1 esukoriushi 
< esuko-riushi 

142 高 1,' triiva<rii-wa ribi ri 

143 鯨 rika rzk rika 

144 湿った rikanua rikanka湿らす rikan濡れた所
<rikan-wa 

145 波 rir rirさざなみ

146 道 ru ru 

147 裸 rutapkur裸の rut apuchi 

裸なる

148 心 臓 sampe sampiy 

149 こんぶ [ ktu] 棒sa］sこ sas sasunu 

［ んぶ

150 耳 satapa satapa 
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DYBOWSKIのシュムシュ島了イヌ語資料について（村山）

K D T 

151 乾いた 磁thua<sat~wa sati'k an sat'ke千す

152 襦 schkeni [ skeni] skini' 
<sike-ni 

153 sif tschip< sicip sicip鮭 shichep鮭

赤い魚

154 あび（鳥） ses ses 

155 siakipa鱒 sakibi鮭 sakibe鰻

156 目 sik sik shiki 

157 生きている siknuua siknupkiva 
<siknu-wa < siknu-p-ki-va 

158 1 sinep sinip shine 

159 ， szn.epz' s sinib sampiy shinibe sampe 

160 11 sinep-ikasmua sinip vampikasma shine vambe 
kasuma 

161 明るい sirbikirua shiripepere 
< sirpikir-wa (shiripekere 

の誤記か）

162 夜 siri kuruko sirkurka夜 shirekorak夜
暗い

163 雨 sirugen shiriwin 

164 右 手 sitek<si-tek shiteki<shi-teki 

165 煙 siupuja sibay 

166 弱 し‘ { siventiy不無器力用な shiuente kuru 
siventi'p な 弱き

shiunte弱き

167 掃 ＜ sotuytuy sotuitui 

168 犬 stapu< set a-po sta<seta seta 

169 山 stogoy shitokoi山の

170 鷲 surgur siurgur shurukuru 

171 柳 susu susu shu'shu 
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K D T 

172 今 日 tani tanto tani今

173 彼 処 tanita tamte 

174 紹 tannerum tannerum 
<tanne-erum 

175 白 樺 tanniくtat-ni tani<tanni 

176 肩 tapsut tapko<tapkew 

177 霜 taskur tasukuru 

178 翼 teikup tekup tekubu 

179 手 tek tek teke 

180 掌 tekor tekuwaru 

181 此処に tentit techida 

182 跳ねる terki跳ねる terikeとびこえる

183 緑 teuninua teonatarp 
<teunin-wa <teuna-tar-p 

184 湖 to to to 

185 日 to to nan昼

186 しらみ toxtok tok'tok 

187 tono主人 cup tono王

188 乳 toopi tope 

189 8 tubis tupsampiy dobisampe 

190 12 tuupitsikchai smua 
tubicvampikasma dobechi vambe 

kasuma 

191 腹 tuy tui 

192 あざらし tukvar tukoro 

193 腰 tumama tumom 

194 とび散る tursi飛び去った turushi散る

195 悪 魔 uin-kamui venKkamuy 

196 斧 ukar mukar 
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

K D T 

197 音 um<hum umki<嗚huりmひ-kびiく hum音
かみなり

198 夜 中 upakannoschki upoknoski ubananochike 
<upakan-noski 

199 雪 upasch [upas] upas ubashi, ubasu 

200 着 物 ur ur uru 
201 urayasfiヤナを編む uraiヤナ

202 戦 ぅ urayki kori uraiki 

203 召 使 usfchu usiu 

204 uurar雲 urar霧 urarube霧

205 yaicir鴨 yeycrr鵜か？

（？は原文のもの）

206 xorat ki揺れる horatすべる

207 xorka後ろへ horukaうしろ

208 商 人 yeksisam yoku shisam 
< ihoku sisam 

209 休息する yesika eishika, eshiku 

11. DYBOWSKIおよび鳥居龍蔵資料におけるロシア語からの借用語

DYBOWSKIにおいては，次のようなロシア語からの借用語が見られ

る．

cay茶＜可a社チャイ 茶

caynik湯沸しく'-Ia釦HHKチャイニク湯沸し

camok鍵 <3aMOKザモク錠前

karop籠 <Kopo6コロプ籠

kermenひうち石 <KpeMeHbクレメン ひうち石

moxne毛深い <MOXHaTbIモフナテ 毛深い

okno窓 <OKHOオクノ窓
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烏居氏の採集した約700余の北千島アイヌ語単語には rosot「馬」

<l¥.O!lla邸， shipenet「鉛」<cBrrne~, sukodena (正しくは skotena)「牛」＜

cKoTHHHhrii: [ skotinnoy]「家畜の」の 3つがあるにすぎないようである．

12. アイヌ語からロシア語に入った 1単語について

わたしの知るかぎり， ロシア語がアイヌ語からひとつの単語をとり入れ

ていることを指接したロシア人も日本人もいない．

クラシェ＝ン＝コフの「カムチャツカ地誌」（ペテルブルグ， 1755年）

第 3部 185~188には「クリル語［シュムシュ， ポロムシル島アイヌ語］

の単語集」が示されているが， 188ページに叩Hl¥'b[ロシア語「鵜」〕 Yp恥 t

〔グリル語「差り」〕とある(S.MURAY AMA, Ainu in Kamchatka. BULLETIN 

OF THE FACULTY OF LITERATURE KYUSHU UNIVERSITY, No. 

12. p. 76参照）．

さてロシア語の Yp恥 n 「鵜」は有名なダーリ辞典（わたしの手許にあ

るのは 1882年発行されたその第2版）には次のようにある (508ページ）．

Yp1¥: ⑬ M. MopcKa.a rrTnJ;;>;a Phalacrocorax pelagicus, Bn厄 6aKJ¥.aHa.

（男性名詞海烏 Phalacrocoraxpelagicus, 鵜の一種）

1969年9月3日付井桁貞敏氏からのお報せによれば，バヴロフスキーの

霞独辞典にはこのロシア語に対して， Phalacrocorax. Seerabe (鵜）

という訳が付されている， という． これはあきらかにダーリ辞典からとっ

たものである．

さて， グラシェニン＝コフによれば， 「鵜」をあらわすロシア語単語と

クリル語単語とはまったくおなじである． そこで，「鵜」をあらわすこの

語形がロシア語からクリル語に入ったか，それとも方固が逆であるか， と

いう問題がおこる．

知里真志保氏の遺稿「分類アイヌ語辞典」第二巻，動物篇， p.205-206 

には次の記事がある．

「 う科
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

Phalacrocoracidae 

§355. ウノドリ；鵜

ウミウ (Phalacrocoraxcapillatus (TEMMINCK & SCHLEGEL) もヒメ

ウ (P.pelagicus)も区別せずに urir或は hurirとよぶようだ．

(1) urir (ウリリ） ((H. 一般））〔Hは北海道のこと〕

(2) hurir (フリリ）（（ビホロ））

(3) ka-urir (カウリリ）（（矢□日235))

補註知床日誌に次のような記事がある． 「其（岩洞）中にカウリリと言

う鳥有．氷に乏ぶ事小鴨の如く，……此三四丁のみに群飛し，……此鳥を

土人は血道の薬也と云へし」． この ka-urirvまヒメウをさすか。」

北海道一般に行なわれている urir「鵜」は樺太アイヌ語では uririとし

てドブロトウォルスキー辞典に採録され，「名詞．鵜 uril (黒い海鳥で，

首が長い）」と説明してある．

クラシェニン＝コフしま， クリル語〔アイヌ語Jの形として urilとしるし

ているが， これは北海道， 樺太の語形から見て urirであったと推定され

る． ロシア人と接触せず従ってロシア語からの借用が行なわれ得ない北海

道のアイヌ語において urirがひろまっていることから見て， urir vまもと

もとアイヌ語であったと見ることができる．

わたしの見るところでは， ロシア語 Ypl:IA'bVまもともとカムチャッカの

コサック（ロシア人）の方言であろう．そしてコサックはカムチャツカ南

部においてアイヌと接して，この鳥名をアイヌ語からとり入れたのであろ

う．問題はアイヌ語の urirがロシア語で Yp恥 1, (urfl) となっている点

である．

アイヌが古くから貿易や通婚を行なっていた西カムチャダル人の言語に

は urilen「海鳥， Phalacrocorax pelagicus (鵜）」という単語がある

(DYBOWSKI-RADLINSKIの「西カムチャグル方言辞典」，科学アカデミー

紀要，フィロロギ一部， クラコウ 1893年による）．この単語は南カムチャ

グル方言辞典， カムチャツカ河流域カムチャグ］レ方言辞典には見えない．
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西カムチャダル語の urilenは多分 uril-enという構成で， この urilーはア

イヌ語 urirからの借用であろう．

わたしの手もとには， ロシア語 YpHll.nの分布地域に関する資料が存在

しないので，きわめて断定的な結論はひぎ出せないが， 今後， それが 18

世紀前半にカムチャツカに分布していたことが証明されるならば，アイヌ

語 urir>ロシア語叩HJ¥もという事実がたしかめられるわけである．

13. 北千島アイヌ語と樺太アイヌ語との共通単語

北千島はカラフトからぎわめてとおくへだたっている． ところが以下の

リストがしめしているように，北千島アイヌ語とカラフト・アイヌ語に共

通の単語が少なくないのは注目される．

北千島アイヌ語(DYBOWSKI) カラフト・アイヌ語

ackumkum<hackumkum蜘蛛 hacikonkom蜘蛛

amospiあざらし

av舌

casi走る

amospeあざらし

aw 

cas 

V 

catvi < catoy唇 caatoy

em<hem否定副詞 ham否定副詞

erari<herariかがむ herariかがむ

北海道方言

宗 hacikonkon

宗 aw

美 cas

inui<inuye着色する inuye aynuいれずみする人

iska盗む iska 美 iska

V 

kanacasnki kanca'uspe口ひげ
<kan・ca-us-reki口ひげ

ke脂肪 kee 

keto星

koikuy大シギ（鳥）

koがkon羽
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keta 

kuykuyシギの類
（（ジラウラ，タライカ）)知里

konkon 

宗 keta

美 konkon

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

ktusas <kutu-sas大昆布 kutu-sas円棒・昆布
（クラシェニン＝コフ） （（真岡））知里

kumuciくku-mici(私の）孫 mici孫（（カラフト））知里

kui杉公（クラシェニン＝コフ） kuyク‘‘イマツ
（（千島，樺太））知里

masar猫 masara猫
（（ドブロトウォルスキー））

munstap鎌（鳥居moshitam) moositam鎌

niyam木の葉 ni-yam葉（（カラフト））知里

nonno母 nanna母《カラフト》知里

nuyanuya揉む nuya-nuya 

（髪・衣などを）揉む
（ドブロトウォルスキ）

onipおっとせい onnepおっとせい

oma<homa魚卵

onkirat痰

oykinani< oyakin ani 
運びうつす

oyo, oyooズボン

piip<piip-p肥えた

sas昆布

sesアビ属（鳥）

sirororki< sirar-orki満潮

《タライカ》知里

homa魚卵

onkenrah痰

oyakine 
oyakene}わきの方へ

oyooさるまた

piye肥える
pie, p'ye肥えた

sas 

sesあいさ
《タラントマリ》知里

oroke潮が満ちる
oroke 
（ドブロトウォルスキ）

（水が）ます，あげ潮

宗 homa

宗 onkerat 
美 omkerat

名 oyakun
anu退ける
宗 oyakene
ani退ける

鸞}sas

八 sirarpes 
潮が満ちる

tanniくtat-ni白樺 tax<tatシラカンバ（樹皮）
《白浦，真岡，鵜域》知里
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urak)ff臓 uraka 
uraka(魚の）肝臓《シラウラ》知里

vavaぶらつく wa渡渉
（ドナ戸トウォ｝レスキ）

14- 北千島アイヌ語について

クラシェニン＝コフ， DYBOWSKI, 鳥居龍蔵氏の資料によって，北千島

アイヌ語に見られる諸現象特徴についてのべてみたい．

(a) 音韻変化

ィ．特定の環境における子音の変化

北千島アイヌ語においては，次の音韻変化がみとめられる．
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r—r>n— r 

「眠る」 (dormire)kmokonrosiva<ku-mokor-rusuy-wa 

私眠りたいよ (K) 

matkonresr<mat-kor-rusuy 「結婚の世話をする」

妻持ちたい（「結婚したい」） (D) 

r—t>t—t 

mukata< mukatta< mukar-ta 「斧の柄」 (D) 

r—c>t—C 

retaceri<retatceri<retar-ciri「白鳥」 (D) 

r―v>n-v 
ang kanveni< an-kar veni「傷つける」

（「為された悪いこと」） (D) 

t—n>n—n 

manne<mat-ne「雌」

mani< manne< mat-ne「雌」

tanni<tat-niしらかば

(T) 

(D) 

(K) 
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

口．合成語における母音消滅

合成語において 2つの母音が隣接する場合，最初の母音が消えるのが普

通のようである（知里真志保，アイヌ語入門， p.160参照）．

Dには次のような場合が見出される．

ani-oman >anoman 運ぶ

aynu-ikiri>aynikiri 

ci-okay > cokay 

e-ani>ani 

eci-okay > ecokay 

i-ni-un-pe-usi>inumpesi 

kema-o >kemo 

ku-ani>koni 

ne-anayki p >nanayki p 

numa-us>numus 

大勢の

我々

お前

お前たち

タールを塗る（木の水・塗る）

ひずめ

私 (kaniの誤読）

各々でない

もじゃもじゃ毛の

クラシェニン＝コフの資料からは次の例をあげることができる．

kaki<ku-aki 〔私の〕弟

kaniくku-ani 私

kokaio<ku-okazo 〔私の〕夫

kf tokrosiva< ku-itak-rusuy-wa 話す

（私話したいよ）

ただし，次の Dの例は一般傾向からはずれている．

ani-oman >animan 運ぶ

etu-omu>etumu 鼻風邪
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

(c)「人称形」

Kにおいては次の形が見られる．

息子 kpuhu<ku-po-ho (私の息子） 八，その他 po,(ho) 

娘 kpommatschiくku-pon-maci (私の娘） maciはmatの「人称形」

兄 kiupi<ku-yup-i （私の兄） yupiは yupの「人称形」

弟 kakiくku-ak-i （私の弟） akiは akの「人称形」

姉 ksa<ku-sa （私の姉）恐らく ksavまksa又は

ksahaを表わすであろう

夫 kokaio< ku-okay-o （私の男） okayoは「人称形」

(Ch. ill 466参照）

妻 kmatschiくku-maci （私の妻） maci vま matの「人称形」

召使女 kusiuhe< ku-usiw-he （私の召使） usiwhe~ ま usiw
の「人称形」

次の語形は人称形と関係あるまい。

あられ

太陽月

召使

矢

頬

kaukach [kaukax〕（北海道 kawkaw)

tschupp゚〔cuppu〕

usfchu匝sfxu〕（北海道 ussiw)

achi [axi〕（北海道 ay)

nutkichu匝utkixu〕（八 notkew「あご」）

「膀脱」 psech tschingytschu (psexcingycu) はおそらく psech-

tschingychu (pse泣ingyxu) の誤記であり， pisehe cinkew-hu と解され

る．つまり「彼の腹の根元」の意であろうか．

Dにおいては「人称形」は次のようにあらわされる．

ekuku 媒灼人 <e-kok-o (お前の・むこ）

ekugu 母の兄弟の息子 <e-kok-o 

ekosmaci姪くe-kosmaci (お前の• よめ）

kosmaci vまkosmatの「人称形」

V 

epomoc 娘 <e-pomoc<e-ponmaci (お前の娘）

ponmaci~ まponmatの「人称形」
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(D)数詞

DYBOWSKI (D) の数詞をクラジェニン＝コフ (K)及び烏居龍蔵氏

(T)の資料と比較して見る．

D K T 

I sinip sinep shine 

2 tubic tOup dobechi 

3 ribci rep rでbichi

4 inip in灯p inep 
z．m．nz ． 4個

5 askinip asik ash'kimep 
askinini 5個

6 yevampiy 1.va. 11 iwampe 
z. vanm. i . 6個

7 arvampiy aruan aruwampe 
arvanz.nz ' 7個

8 tupsampiy tubis dobisampe 
tupsanini 8個

9 sinip sampiy sine pis shinibesampe 

10 vampiy uupis vambe 

11 sinip vampikasma sine p-ikasmua shine wambe kasuma 

12 tubic vampikasma tuupitschi ikasmua dabechi vambe kasuma 

13 ribic vampikasma reepitsch-ikasmua rebichi vambe kasuma 

14 inep 
＂ ＂ 

15 ash'kinep 11 
＂ 

16 iwampe 
＂ 

II 

17 aruwampe 11 
＂ 

18 dobisampe 11 II 

19 sinip sampiy sine pisan-ikasmua shinibesampe vambe 
vampikasma kasuma 

20 ot<hot* tuampe howat<hot 
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

金田一・知里，アイヌ語法概説(1936)p. 60 (括弧内は名詞形）

北海道

shine (shine p) 

tu (tup) 

樺太（アイヌ語方言辞典）

re (rep) 

ine (inep) 
inen 4人

ashikne (ashiknep) 
ashiknen 5人

iwan (iwampe) 
iwaniu 6人

arwan (arwam pe) 
arwaniu 7人

tupesan (tupesampe) 
tupesaniu 8人

shinepesan (shinepesampe) 

wan (wampe) vanpe 

shine ikashma wan (shinep ikashma wampe) sineh ikasma wanpe 

tu ikashma wan tuh ikasma wanpe 

re ikashma wan reh ikasma wanpe 

ine ikashma wan 

ashikne ikashma wan 

iwan ikashma wan 

arwan ikashma wan 

tupesan ikashma wan 

shinepesan ikashma wan 
tukunkutu 

lzotne (hot) 
lwhne (老人）

G9 



D K 

第20 vampiy vampikasma 

30 vampiriot 
<vampi re-hot 

40 vampitoot 
<vampi tu-hot 

50 

60 

70 

80 tupsen 

90 

100 askinot<askine-hot 

200 

1000 ivanot<ivan-hot 

2000 

10000 

revampe 

inevampe 

asik11evampe 

1vanuampe 

arvanvampe 

tubisanvampe 

sinepisanvampe 

ua`  nvampe 

tutinvampe 

uanotnevampe 

tuanotnevampe 

tevanonnevampe 

*onetosext<hotne-to-sext 約20日

参照
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T 

wambe珈 <tu-hot

to wat 

wambe ere6t 

iniit 

wambe a'sh kene6t 

ash'kme'at 

wanbe ewanh6t 
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

北海道 樺太（アイヌ語方言辞典）

wan-e-tu-hotne (wam pe-e-tu-hot) rekunkutu 

tu-hotne (tu-hot) iinekunkutu 

wan-e-re-hotne (wampe-e-re-hot) asnekunkutu 

re-hotne (re-hot) iwankunkutu 

wan-e-ine-hotne (wampe-e-ine-hot) arawankunkutu 

ine-hotne (ine-hot) tupesankunkutu 

wan-e-ashikne-hotne (wam pe-e-ashikne-hot) sine pisankunkutu 

ashikne-hotne (ashikne-hot) sinetanku 
（満州語tanggu100) 

tutanku 

sinewantanku 

tuwantanku 
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1~9までは北千島アイヌ語は他のアイヌ方言と異なるところはない

11~19においては， 北千島アイヌ語は 1位数・ 10・余りという構成を

もち，この点1位数・ 余り・ 10という構成をもつ北海道， 樺太方言と異

なっている． この点が北千島方言の数詞の特徴のひとつである．

10位数では20vま K のみは 2• 10であるが， D,Tはhotであって，他方

言と合致する.Kでは10位数は 10進法 (decimalsystem)であって，

これは樺太アイヌ語と合致する．樺太アイヌ語はどの調査者によっても 10

進法である（烏居氏が北千島アイヌを調査した同じ年， 1899年に樟太南

東悔岸で調査した BertholdLauferの査料でも 20~90までの 10位数

は2~9を表わすことばに k11nkutuがついてできている. Journal of the 

American Oriental Society, Vol. 37, p. 195参照． ドブロトウオルス

キーでも同じである）．これに反して D,TはK と合致していない点から，

Kは人為的な 10位数をしるしたのではないか， という疑いものこる．た

だし， Kの接したアイヌしまカムチャダルとかなり活澄に通商を行なってい

たから，カムチャダル人の言語の影響をうけて 10進法を用いていたかも

知れない. 30~90までは， 北千島アイヌ語も本来は次のような数詞をも

っていたと推定できよう. (Dには混乱が見られる，）

30 wanpe-e-tu-hot 

40 tu hot 

50 wanpe-e-re-hot 

60 re-hot 

70 wanpe-e-ine-hot 

80 ine-hot 

90 wanpe-e-asikne-hot 

また 100は asikne-hotであった．
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

(e)動詞

ィ． 人称による活用形

動詞の人称による活用形はDには見られない.Tにも koman<ku-oman

「私が行く」， e kon rusui < e kor rusui「お前は持つことを欲する」とい

う形が見られるだけである．

Kには次のような形が見られる（左側はラテン語）

(1) Dormio (私は眠る） Kmukurua< ku-mokor-va 

(2) Video 

(3) Rideo 

（私は見る）

（私は笑う）

(4) La cry mo (私は泣く）

(5) Non video (私は見ない）

私は眠るよ

Kinkarva<ku-inkar-va 

私は見るよ

Kmeinua<ku-mina-va 

私は笑うよ

Ktschfschianva< ku-cisi-an-va 

私は泣いているよ

Efn kfnkarva< hem ku-inkar-va 

ない私は見るよ

（私は見ないよ）

(6) Non dormio (私は眠らない） Efn kmukarva<hem ku-mokor-va 

ない私は眠るよ

（私は眠らないよ）

(7) Sto (私は立つ）

(8) Stas (お前は立つ）

(9) Stat (彼は立つ）

(10) Stam us (我々 は立つ）

Kaniga-kasianua 

<ku-ani-ga ku-asi-an-va 

私も立っているよ

Ea-siana< e-asi-an-va 

お前立っているよ

Ea-sianua<? asi-an va 

〔彼〕立っているよ

R6ski earasiuga 

(11) Sta tis (お前たちは立つ） Einketsch roski-eirana 

(12) Stant （彼らは立つ）
， 
Okaja-r6ski-tschua 

73 



(1)~(8)には問類はない. (5) (6)のBinは Emの誤読であろう．

(9)では Eaは a の誤記ではあるまいか．

(10)~(12)の roskivi. asの複数形である（北洵道アイヌ語と同じ）．

(10)は北海道方言ならば roski-an(包括形）， roski-as(対他形）である．

(11)は北悔道方言ならば eci-roskiである. einkec-roskiという形には

eど—roski がふくまれているのであろうか· もしそうならば， eink- ❖ まなに

か．私には不明である．

(12)北海道幌別，帯広方言 okay「彼ら」参照_ -tschua [-cua]は何か，

不明である．

口．受動の形式

北海道方言では aーによって受勘形がつくられる．

a-en-kore 私与えられる a-un-kore 私達与えられる

a-e-kore 君与えられる a-echi-kore 君達与えられる

a-kore 彼与えられる a-kore 彼等与えられる

（金田一・知里，アイヌ語法概説， p.68) 

樺太アイヌ語では， anーによって受動形がつくられる．

an-cire 焙られる，焙られた

an-kara つくられる，つくられた

（ドブロトウォルスキー辞典による）

北千島アイヌ語では樺太アイヌ語と同じく aたによって受動形茄つく

られることは烏居龍蔵氏の資料から明らかである．

ankari 「出来る」<an-kar (つくられる） （「千島アイヌ」， p.116」)

an rona「殺されたり」 （国， p.117) 

Dの資料でも次のような例が見られる・

anainakurp<an-ainukor-p C尊敬されるもの）

aniskap 盗まれたる <an-iska-p (盗まれたもの）
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

ankarkar 出来上りたる <an-karkar 

ankuva 飲みほしたる <an-ku-va （飲ま・れる• よ）

anman 料理せる <an-ma-p （料理さ・れた• もの）

ansospa 引裂く

ansura 遠ざける

ansuucep 煮た魚

anutumasz．rz． 混合せる

ハ．否定禁止の形式

(1) hem 

<an-sos pa （剥が・れる）

<an-sura （離さ・れる）

<an-suwe cep (煮ら・れた・魚）

< an-utumasire (混ぜ・られたる）

クラシェニン＝コフの資料では次の否定形式が見られる．

「私は見ない」 (nonvideo)efn-kfnkaruaのefnはemの誤読であろう．

mを inと誤読したのであろう． 北千島語の h-vまKによって表記され

ず， Dによっても大部分表記されていない (Tによっては表記されてい

る）から， emは正しくは hemを表わすと見ることができる． そこで上

記の例は hemku-inkar-wa 不・私見る• よ （私・見・ない• よ）を表わ

す， と解釈できる．同じようにして

「私は眠らない」 (nondormio) efn kmukarva <hem-ku-mokor-wa不

・私眠るよ（私・眠ら・ない・よ）

「黙れ」 (Sileimp. 命令形） efnkitokrosivaは<hem-ku-itak-rosi-va 

不・私話し・たい・よ （私・話し・た<. ない・よ） と解釈でき， 「黙

れ」という訳は誤りである， と見られる．

同じ形式はDのシュムシュ島アイヌ語資料にも見られる．

金田一・知里，アイヌ語法概説 (1936年）， p.118には， 動詞法語尾の

ひとつとして -nuが示され， turesh「妹」， tureshnu「妹がある」の例が

示されている．

D の資料にも—nu が見られる· たとえば

oxokunup人妻<o-hoku-nu-p
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これを念頭において Dの次の諸例を見よう・

ematnu 「独身の」（妻がない） <hem-mat-nu 

妻がある

emitanu 鼻がない <hem-etu-nu 

鼻がある

emi maknu 歯がない <hem-imak-nu 

歯がある

emkirarnu 小家族の（力が無い） <hem-kiror-nu 

力がある

emponukur 不妬の（子が無い人） <hem-po-nu kur 

子がある

emrenu 名の無い <hem-re-nu 

名がある

hemはKとDに共通である．

ところでこの hemは樺太アイヌの否定の副詞 hamと同源と見られる．

クライカ方言 ham chi-wante 「我知らず」

樺太南方言 hane(hamne) auwante 「知りませぬ」

（金田一・知里，アイヌ語法概説， p.177) 

樺太の hamに対応する北海道アイヌ語の形は somoである．

ついでながら， hemは鳥居龍蔵氏の資料には見当らない

(2) ne 

Dには次の形式も見られる．

nematkurkur独身の（妻・持た・ぬ・人） <ne-mat-kor kur 

妻持つ人

ne fまmat-kor「妻持つ」を否定している．つまり， ne-mat-korで「妻持

たぬ」を意味する．

nesipop塩気のない<ne-sipo-p および

nanaykip各々でない<ne-anaykip(cf. T anaikibi皆）の neも上の

neと機能の類似したものと見られる．
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

Tにおいては「何故汝は行かぬか」を henkitee oman neとシュムシ

（なぜ汝行かぬ）

ュ・アイヌ語で言うと述べてある（鳥居，千島アイヌ， p. 117). D の例

からすれば omanneでなく， neomanとなるしまずである． 「行きませ

ん」は nebekoman (<ku-oman)となっている (p.123). 「花が美しく

ない」 chinchineben pirikaのnebenはこの nebeと関係があるだろう・

(3) 禁止の表現

Kには禁止を表わす形式は見られないまた D も同じである．

ただし， Dのetikomanはniechciec (ポーランド語「欲しない」）， nolle

（ラテン語「欲しない」）という訳が付いているが，実際は itekoman「行

くな」であろう．これは北海道諸方言と共通で，樺太方言とは異なってい

る（金田一・知里，アイヌ語法概説， p.177には樺太アイヌ語の形として

hanka chish ! 「泣くんじゃない！」が出ている）．

Tには「笑うな」 nekminaの例があろが， nekという形式は Kでも D

でも見当らない・
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(h) 親族呼称

K 

祖先

父 mitschi[mi切

母 aapu<hapo

息子 kpuhu<lw-p6-ho

〔私の息子〕

娘 kpommatschi 

<ku-pon-maci 

〔私の娘〕

兄 kiupi<ku-yupi 

（私の兄〕

弟 kaki<ku-aki

〔私の弟〕

姉 ksa<ku-sa

（又は saha)

［弘の姉〕

D 

• V• • • mzc1 nuc1 ， 

aapu<hapo 
nonno 

poo 

yuturut poo 

末の息子〔間の息子］

pomat<pon-mat 
yuturut pomat 

末の娘〔間の娘〕

ubu<hupo 

akipu 

kiyani aapu<habo 

〔年上の• 姉〕

妹 uarmat<wara-mat materpiy 

〔年下の女J
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eka'shi 

michi 

nonno 

habo 

akibo 

ake'bo 
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DYBOWSKIのシュムシュ鳥アイヌ陪資料について (j寸1I1) 

比 較

Ch. llI 493 michi父《ホロベッ，ハギノ，シラオイ，ピラトリ， ビロ
オ， メムロ，チロット， 、ンラヌカ， フプヽ ンナイ， アショロ， クッシ
ャロ，ビホロ》

Ch. llI 494 血po

① 母《レプン，ホロベッ，シラオイ， ムカワ，サル， ヘンズナイ，
オギフジ， ウラカワ，サマ＝，メムロ，フシコ，｀ンラヌカ，アカ
ン，ビホロ》

② 父《チトセ，ホベッ》

R 兄，姉《チシマ》

Ch. llI 495 po 

① 子（（北海適樺太》
② 男の子（（ビホロ》

Ch. llI 524 pon-mat (ch-i)めかけ（（北海道））
「娘」は北海道では matkacimatnepoが多い

Ch. Ill 501 yup(-i)兄 日常会話で yupの人称形語幹として yupi
を使う地方（（ホロベッ，＝ベオッ， カラフト》と， yupoを使う地
方《シラオイ，チトセ，サマ＝，チカブミ等》がある．
Ch. ill 502 hupo兄《チカブミ》

Ch. Ill 503 ak (-i) 〔イブリ及びヒダヵ西部では第3人称短形のア
クセントは a-kf, チカブミ，カラフトでは a-ki〕弟《チカブミ，
フシコ，ハ）レトリ，カラフト》

Ch. ill 504 akpo弟いブリ，ヒグヵ西半》〔雅J

Ch. ill 504 sa姉《北海道，樺太》日常会話の言語で人称語幹（従
って第3人称形）を sahaとする地方と sapoとする地方とがあ
る. ku-saha 「私の姉」 《ホロベッ， シラオイ， デジオ， 、ンラウ
ラ，タライカ，オチホ，チライ， ウソロ》
Ch. ill 505 hapo姉《テシオ》 hapoは方言によって
① 父，②母，⑧ 兄，④ 姉等の義をもっ

北海道，棒太で「妹」をあらわす普通の単語は turesである．
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K 

妻 kmatchi 

<ku-maci 

〔私の・妻〕

夫 kokaio 

<ku-okayo 

〔私の・男〕

孫

叔父

叔母

姪

甥＊

いとこ

むこ

嫁

80 

D 

*mat (matkonresi 

<mat-kor-rusuy 

「妻を持ちたい」の）

*hoku (oxokunup <o-

hoku-nu-pそこに・夫

• ある・者＝人妻の）

kumuciくku-mici

孫〔私の孫〕

acipo 

unapi<*unarpi 

metkiおばさん

matkarku<mat-karku 

*karku (mat-karkuの）

acipu miどakipu

（叔父）父弟
ekugu<koko 

〔お前の・妍〕

kuku < e-koko 

kosmat 

ekosmaci< e-kosmat-i 

姪〔お前の・嫁J

T 

machi 

kokkai 

<ku-okkay 

夫［私の男〕

achabo翁

keukeu伯父

unabe姥

met'ke伯母
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DYBOWSKIのシュムシュ烏アイヌ語資料について（村山）

比

Ch. ill 523 mat (-i>chi)妻

《北海道，樺太，北千島》

較

Ch. III 521 hoku夫《北海道》

Ch. III 466 okkay(-o)男《北海遺，樺太・タライカ》

Ch. Ill 490 michi孫《カラフト》<mit. 北海道は mitpo,mippoが

多い．

Ch. Ill 508 achapo伯叔父（（シラオイ， ムカワ， ホベッ， シズナ

ふサマニ，ビロオ，ハルトリ， トオロ，アカン，クッシャロ，ウ

ソロ））

Ch. Ill 508 kewsut雅語で伯叔父を言う《ビホロ，ホロベツ））

Ch. Ill 509 unarpe 伯叔母《レブン，アブタ， ウス，ホロベッ，ジ

ラオイ，ホベッ，サル》

Ch. Ill 510 「北海道の unarpe(伯叔母）に当るらしい unabeとい

う語が北千島にあるけれども，その意味は少しちがっていて「姥」

「婆」の意味に用いられる.Dの unapivま「叔母」であるから，鳥

居氏の「姥」はもともと「伯叔母」であることが明らかとなる．

Ch. Ill 511 matkar ku ① 姪 ② 従姉妹 《北海道》

〔mat(女）+karku (甥従弟）〕

Ch. Ill 510 karku ① 甥 ② 従兄弟《北海道》

Ch. 1[ 512 kok(-o)むこ 《北海道東北部，カラフト》

Ch. 1[ 513 kosmat(ch-i)よめ《北海適》

〔kos(軽）+mat (女，妻）〕
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暫定的な結論

「はしがき」にのべたようにアイヌ語方言は北海道方言（北部方言，南

部方言）， 樺太方言， 北千島方言の 3つに分れると言われる．この 3者の

相互関係ほどういうものであろうか

金田一京助教授はその論文「樺太アイヌの音韻組織」 (1911年）の中で

次のような説をのべられたことがある．

「樺太に特有の子音…•••第 1, J:t (軟口蓋摩擦音）…••• これは•…•• ドイ

ツ語の Nacht,Achtなどの ch音に似たものである. a}:i 「釣」 ra}:i

「毛」など氣数に存在するが， 時としては甚だ弱く単に ah,rahなどの

所謂帯気音 (aspirate)の様にも間え もっと弱い時には全く a,raとだ

けしか聞えぬこともある．•…••

「さてこの音はどういう際に起こっているのかということは北海氾アイ

ヌ語と比較してみるとよく解る．

北海道アイヌ語 欅太アイヌ語

itak (語） ita~ （語）

tek （手） teh （手）

rap （毛） rah （毛）

chep (魚） cheh （魚）

mat (女） ma~ （女）

（金田一京助選集 I,p. 349) 

「なお私はこの音は千島アイヌにも存しているだろうと推測している．

それは樺太アイヌ〔は〕 「舌」のことをau若しくは au!Jと言っている．

北海道では par-um-be (直訳「口中の物」の義）で， 少しも連絡が焦い

が，鳥居龍蔵氏の「千島アイヌ語」の中に舌のことを aukと書き，末にh

を小字で書き添え，括弧して「注意すべき発音」と注意書きをしてある．

その事情を推測するに必ずこれ樺太の au]:iの原形たる aukであって而

もその Kが将に罪太の h音にならんとする過程にあるか， 若しくは既に
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Kが摩擦音 (h)に化せるものかである故であろう． 根室釧路にかけては

未だ摩擦音とはならず，而もまた破裂 (explosive)をさせずに， 密閉の

作用だけに止まり，宛もいわゆる遮断音 (implosive)になっている． そ

のほかにも私のこれまで聞いた限りではアイヌ語の語尾の k,t, pは， 全

く支那語の入声音の如く， 破裂させず， 遮断するだけに止まるようであ

る．胆振地方もみなそうであった．」

（同上 p.351) 

樺太アイヌ語の音韻上のきわだった特徴のひとつは音節末の implosive

-p, -t, -kが軟口蓋摩擦音hに転化していること 11)である。そして金田一教

授は鳥居氏によるシュムシュ島アイヌ語の「舌」をあらわす単語「aukh

（注意すべき発音）」のうちに， aukというアイヌ語単語が（金田一教授

によれば樺太は au 又は au~) 樺太的な形 (au~) への過渡の状態にある

か，或いはすでに -kが千島アイヌ語において「摩擦音 (h)」に転化して

いる証拠を見ようとされた。もし， この説が正しければ，千島アイヌ語は

音節末の -p,-t, -kの点で北海道アイヌと樺太アイヌとの中間に立つか，

或いは樺太アイヌと同一の段階に立つ， ということになるまいか．

ところで「舌」をあらわすアイヌ語単語として aukは実際に証明され

ているであろうか。わたくしの知るかぎり， 証明されていないようであ

る．

手もとにある資料で「舌」に対するアイヌ語をしらべて見よう．

シュムシュ，ポロムシル・アイヌ語（クラシェニンニコフ， 1738年）

北
Achu [axu] (ローマ字）

axy [axu] (ロシア字）

千〈 シュムシュ・アイヌ語 (DYBOWSKI, 1879,.__, 1882年）

島
aB [av] ロシア字（括弧内はローマ字転写）

シュムシュ・アイヌ語（鳥居龍蔵， 1899年）

auk1i 
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（ラペルース， 1787年） aonピッマイエルの指接するように（引

用文献参照）これは aou[au]の誤植であろう。

樺 Icドブロトウォルスキー辞典， カザン 1875年） ay[au](ロシア字）
（知里真志保，分類アイヌ語辞典3(1954), p. 194) 

タライカ方言，第3人称形 awe,awehe 

タライカ以外の檸太の第3人称 awhe

（服部四郎， 1950年代） aw, -ehe 

北海道 宗谷 aw, -ehe (服部四郎編アイヌ語方言辞成）

太

鳥居氏の資料においても chip「舟」， imak「歯」のような単語から金田

ー教授の推定とはちがった推定に導かれるはずである．

そして， クラシェ＝ン =::1フの姿料も DYBOWSKI0)資料も音節未に

-p, -t, -kをもつ多くの単語をふくんでいる． そこで Kの時代にも， Do)

時代（それは烏居氏と同時代である）にも，北千島アイヌ語では-p,-t, -k 

はかかるものとして存在していた， と結論されるのである． 音節末の—P,

-t, -kの点では北千島アイヌは北悔道アイヌと同一発展段階に立っていた

ということができるようである．

それでは， 金田一教授が虞要視された auk• (烏居氏の表記）はどのよ

うに解釈すべきであろうか．

クラジェニンニコフの（北千島）アイヌ語には前記の iichu[axu]「舌」

のほか，次のような白Y, -wをもつ語が Xを伴っているのが見られる．

クラシェニンニコフ 北海道

「召使」 usichu [usixu] 各方言 ussiw 

「頬J nutkichu [ nutkixu] 各方言 notakew (あこ`）

「あられ」 kaukach[kaukax] 各方言 kawkaw 

「矢J achi[axi] 各方言 ay 

「召使女」 kusiuhe<ku-usiu-he, 「［私のJ息子」 kp1Jhu<ku-p6ho-(ku-

84 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

p6-ho を考慮すれば， K の—chu[ -xu], -chi [ -xi]は「人称形」と関係があ

るのではなかろうかとも推定されるが，そうではあるまい． 「舌」をあ

らわすアイ語の「概念形」 awの「人称形」 aweheが， 鳥居氏によって

aukh, Kによって achu[axu]と表記されたと見ることはできまい．

さて，語彙的に見て， 北千島アイヌ語は北海道北部方言にきわめて近

く，それと同時に，樺太アイヌ語と共通するものが少なくない。この事実

はどのように解釈さるべきであろうか．

樺太と北千島との間にオホーツク海が横たわっていることをかんがえる

ならば，両方言の相互影響によって両者のあいだの共通性が生まれた， と

主張することはできない．北海道アイヌ語が南部方言と北部方言にわかれ

てから，北部方言をはなす一部のアイヌが早く樺太にわたって樺太方言が

うまれ，他の一部が後に北千島に渡って北千島方言がうまれた， と解する

のが合理的のように思われる．つまり，樺太方言も北千島方言も母体は北

海道北部方言である， と考えることができないだろうか．ただし，樺太へ

の移住が，きわめて古い時代から幾回にもわたって行なわれたらしいこと

も考慮しなければならない。
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註

l) 知里真志保，アイヌ，言語，世界大百科事典， I, p. 31. 

2) 同上．

3) 同上．

4) 知田真志保，アイヌ語入門， 56-58ページ．

5) 11. C. Bepr. OTKpbITlllI PyccK11x B TrrxoM 0KeaHe. Trrx雌 0KeaH.JI. 

1926, (p. 14). 

6) この資料は私か原稿から活字にしたもので，私の前に発表した者はいない．

この発表にはつぎの誤植があるので，この機会に訂正しておく．

箇所 印刷されている誤つた形 正しい形

69ページ右の段上から 4.行目 Kikitokros1va Kitokrosiva 

” I/ 上から12行目 Eorasiuga Earasiuga 

II II 上から18行目 Ein Kinukarva Ein Kmukarva 

II II 上から24行且 Teuniua Teuninua 

70ページ " 下から13行目 ikasm
au ikasmua 

7) クラシェニンニコフ， カムチャッカ地誌， 1949年版， pp. 560-578にはじ

めて発表された 1738年8月29日付， ボリシェレック発のクラシェニンニコ

フのグメーリン (J.G. GMELIN), ミレル (G. MUELLER, ロシア名は r.

MHJJJJep)宛の第6報告．グメーリンもミレルもドイツ人であるが，ペテルプ

ルグの科学アカデミーの会員として口、ンアに滞在し，ベーリング探検隊に参加

していたクラシェニンニコフは学生として探検隊に加わっていた．

8) 吉田東伍，大日本地名辞典，北詢道・樺太・流球・台湾（昭和 14年）， 352 

ページにはつぎのように述べられている．

86 

「明治 17年 [1884年〕根室県令湯地定甚，地島を巡航し，占守郡占守島に

全り，上人［アイヌ人］に示諭し，九十人余人を率ひて帰り，色丹島に移住せ

しむ.18年 [1885年］これに因り， 本島を千島国に編入し， 色丹郡と称せし

む．後土人は口数漸滅し，今や七十名に満たずとぞ.J 

鳥店龍蔵氏はつぎのように述べる．

「余の千島に趣きたるは明治 32年 [1899年J5月なり． ・・・・・・根室より色丹

に着ける．当年千島士．人は悉く色丹に移住せしめ居るを以て，余は取温］の使を

得る為めグリゴリーと云へる，能く物学を弁へ居る当年五十有余歳の老人を仙

ひ入れたり••••••色丹閏は当時は千島土人のい住所なるを以て涸査するの必要

より・・…此処に訛誓することとせり．即ち二十七八日色丹に滞在したる間に泉

は土人の体格，風俗， 其他口碑， 宗教等の謁査より， 写真撮影の事に従掌せ
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DYBOWSKIのシュムシュ島アイヌ語資料について（村山）

り，……二十七八日後根室より船の来るに会し，之に乗りて再び択捉島のモヨ

ロップに着し，遂に根室に帰り，直ちに根室を出帆して函館に到着し，陸奥の

地を踏んで東京に帰着せり」 （鳥居龍蔵，千島アイヌ， 1903年，吉川弘文館，

1, 2ページ）．

シコタン島の北千島アイヌ人についての簡単な記述は 1930年シコタン鳥を

訪れたスウェーデンの生物学者， 探検家ステン・ベルクマンの「千鳥紀行」

（加納一郎訳， 時事通信社， 時事新書， 1961年， 168ページ以下）に見られ

る．

9) 知里氏は「千島方言はもと北千島の島々に行われ， 1912年前後までは未だ

これを記憶する老人もあつた……」 （世界百科事典， I-31)と述べるが，スウ

ェーデン人ステン・ベルクマンが1930年9月シコタン島で会つた 2""'3の，

ロシア語をおぼえていた老婆は北千局語をいくらか保持していたと見ることが

できよう（加納一郎訳，千島紀行，時事新書， 1961年， 170ページ）．

10) この資料は J.BATCHELOR, An Ainu-English-Japanese Dictiona-

ry (3版，東京， 1926) の Bibliography にあげられていないし， B.

PitSUDSKI, Materials for the study of the Ainu language and folklore 

(Cracow 1912)にもあげていない. Berthold LAUFER (1874-1934. w. 
HEISSIG, Mongolistik an deutschen Universitaten, Steiner, Wiesbaden, 

1968, s. 5によればケルンに生れ， ライプチヒ大学でドクトルになつた後，
ドイツの大学で地位を見つけえないため渡米した． 「モンゴル文学概論」 1907

年は有名）はアイヌ語数詞論（「引用文献」参照） （これは 1935年発表の金田

ー京助教授の「数詞から観たアイヌ民族」とともに，アイヌ数詞研究として重

要な論文である）の中でバチェラーの A Grammar of the Ainu Language 

（横浜， 1903年）とアイヌ英和辞典（第2版，東京， 1905年）に I.RADLINSKI 

編アイヌ方言辞典が挙げられていないことを指摘している (193ページ，脚註

2. ただしクラコウ， 1891とあるのは， 1892の誤り）. LAUFERはこの辞典

が DYBOWSKIの辞典の改編であることを示さず， また掲載誌をも示さなか

った．

11) -p, -t, -k がいつころ樺太方言において—h に転化したかという問題につい

て，わたくしはつぎのように考える.1787年樺太西岸を調査したフランスの探

検家ラ・ペルーズの「世界周航記」 (Voyage de La Perouse autour du 

monde, Paris 1797)の第31章の付録はチョーカ島［カラフトJ住民の語彙

集，ラングル湾〔クシュンナイ湾〕で作製」であり， 160のアイヌ単語を採録

している (AugustPfizmaier. Bemerkungen iiber die von La Perouse 

gelieferte Wortersammlung der Sprache von Sagalien. Sitzungsberichte 
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der kaiser!. Akademie der Wissenschaften, Februar-Heft des Jahrganges 

1850による）．この語梵集では次のような表記が見られる．

ラ・ペルーズ (1787年）久春内

「歯J yma [ima] 北海道帯広・美幌方言 imak「位」

「前腕」 tay [te] 北洵道各方言 tek「手」 (handand arm) 

「あま水」 ouachka [waJ;ika] 北海道各力言 wakka「水」

「太陽」 tsouhou [cul;iu] 北海道谷方言 cup「太陽」

「5」 aschne [ asl;ine J 北海道各方言 asiknep1 5」

これによれば，枠太アイヌ語では音節末の—p, -t, -kが 18世紀後半には

-l;iに転化していたことが想像される．
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